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市・県民税の申告は
お早めに

申告期間　２月17日㈪～３月17日㈪（土・日曜日を除く）
問合せ先　　税務課（内1116・臼杵庁舎）
               　市民生活推進課（内121・123・野津庁舎）
　市・県民税の申告は、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料を算定する基礎となるほか、公
営住宅の申込みや年金・児童手当などの受給手続きに必要な各種証明書を発行するときの資料となる大切
な手続きです。
　申告書の申告期限に間近になると窓口が大変混雑しますので、早めの申告をお願いします。
◎申告が必要な方
　•平成25年１月１日～12月31日に所得があった方で、平成26年１月１日現在、臼杵市内に住所のある方
　•市・県民税申告が必要と思われる方については、市・県民税申告書を送付しています。
◎申告の必要ない方
　① 給与所得のみで勤務先から臼杵市に給与支払報告書（年末調整済み）が提出されている方
　② 公的年金所得のみで年金支払者から臼杵市に公的年金支払報告書が提出されている方
　③ 所得税の確定申告をする方
　※ 事前に市・県民税の申告書が届いた方で、①～③に該当する方は、確認のためその旨を記入して提出して
ください。

◎申告に必要なもの　　　　
　①印鑑
　②所得を証明できる書類
　１）給与所得者は源泉徴収票または事業主の証明がある書類
　２） 営業などの事業所得や不動産所得、農業所得のある方は収支明細書または帳簿書類など（要事前集計）
　３）１）、２）以外の所得のある方は所得を証明できる書類
　※ 農業所得は実際の農業収入額、農業関係経費の収支計算をして申告してください。領収書、帳簿などの

資料を持参してください。
　③控除を証明できる書類
　１）健康保険料、各種年金などの社会保険料の領収書または証明書
　２）生命（介護医療・個人年金）保険料や地震保険料の控除証明書
　３）医療費控除には領収書（医療機関または疾病ごとの事前集計が必要）
　４）その他控除に必要な書類
　※ 国民年金保険料の控除には証明書の添付が義務付けられていますので、証明書を必ずご持参ください。
書類などが不足していると申告を受け付けられない場合があります。

☆申告受付時に必要な記入事項
　①事業所得者は収支内訳書の全部　②市県民税の申告者は記載部分（表・裏）全部

申告書の
提 出 先

税務課（臼杵庁舎）、市民生活推進課（野津庁舎）、各連絡事務所
郵送の場合　〒875－8501　臼杵市大字臼杵72番１　臼杵市役所　税務課
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確定申告書記載会場　申告書などの提出先

内　容 期間（土・日曜日、祝日を除く） 時　間 ところ

所得税・復興特別所得税の確定申告 ２月17日㈪～３月17日㈪

９:00～16:00
臼杵税務署
１階大会議室

贈与税の申告 ２月３日㈪～３月17日㈪

消費税・地方消費税の確定申告 ２月17日㈪～３月31日㈪

※閉庁日（土・日曜日、祝日）は、電子申告または郵送、税務署玄関前の時間外収受箱をご利用ください。
　送付先　〒875-8686　私書箱第10号　　臼杵税務署 

※申告書などの控えに受付印が必要な方は切手を貼
ちょうふ

付した返信用封筒を同封してください。

所得税・復興特別所得税の確定申告が必要な方   

・ 事業、農業、不動産などの所得がある方や土地、建物、株式などを売却された方で、平成25年中の所得の合計

が基礎・配偶者・扶養などの所得控除の合計額を超える方

・ 給与所得者で、給与の年収が2,000万円を超える方、給与所得・退職所得以外の各種所得金額の合計額が20

万円を超える方など

申告に必要なもの
①源泉徴収票（給与所得、公的年金などの雑所得・退職所得などの収入のあった方）

②証明書、領収書（社会保険、生命保険、地震保険、医療費、寄付金などを控除を受ける場合）

③ 総収入金額・必要経費の内訳を記載した青色申告決算書・収支内訳書（事業所得、農業所得、不動産所得のあ

る方）

④印鑑、本人名義の金融機関名と口座番号の分かる書類

⑤税務署から送付された申告書など

⑥ 平成25年の確定申告で、「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」を利用された方は、利用者識別番号・暗証番

号が分かる書類

問合せ先　臼杵税務署　☎0972-63-8522（自動音声案内）

所得税等の確定申告は正しくお早めに

申告相談所を開設します

と　き ところ
対象地区名と受付時間帯

午前の部
（9：00～11：00）

午後の部
（13：00～15：00）

臼杵会場 ２月17日㈪～19日㈬ 臼杵庁舎１階101・102会議室 ９:00～11:00、13:00～15:00

野津会場

２月20日㈭

野津庁舎3階
303・305会議室

前河内 吉田・秋山

２月21日㈮ 西畑 東谷

２月24日㈪ 西神野・垣河内・清水原・泊 岩屋・白岩・落谷

２月25日㈫ 八里合・福良木 亀甲・王子・山頭

２月26日㈬ 柚ノ木・西寒田・千塚 烏嶽・藤小野

２月27日㈭ 宮原 都原・老松

２月28日㈮ 野津市 原

３月３日㈪
全体

（指定日で相談できなかった方、資料が揃わなかった方）

臼杵会場 ３月４日㈫～17日㈪ 臼杵庁舎1階101・102会議室 ９:00～11:00、13:00～15:00

　野津会場は混雑を避けるために、地区毎に申告相談日を指定しています。記載ができた方から終了となりますので、事前の記入をお願い
します。
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元
野
津
第
３
分
団 

分
団
長　

川
野 

光
治

元
野
津
第
３
分
団 

部
長　
　

関
屋 

啓
治

元
野
津
第
５
分
団 

部
長　
　

堀 

俊
和

【
階
級
は
経
験
最
高
階
級
】

②
２
号
報
償（
15
年
以
上
25
年
未
満
）（
18
名
）

元
臼
杵
第
３
分
団 

班
長　
　

日
廻 

文
明

元
臼
杵
第
９
分
団 

分
団
長　

佐
々
木 

幸
喜

元
臼
杵
第
９
分
団 

副
分
団
長　 

薬
師
寺 

龍
太
郎 

元
臼
杵
第
11
分
団 

部
長　
　

鶴
田 

保

元
臼
杵
第
11
分
団 

班
長　
　

安
東 

竜
彦

元
臼
杵
第
12
分
団 

部
長　
　

板
井 

俊
雄

元
臼
杵
第
13
分
団 

班
長　
　

三
重
野 

近
生

元
臼
杵
第
14
分
団 

班
長　
　

大
塚 

剛

元
臼
杵
第
14
分
団 

部
長　
　

渡
邊 

秀
昭

元
野
津
第
２
分
団 

班
長　
　

鶴
田 

啓

元
野
津
第
２
分
団 

班
長　
　

矢
田 

秀
彰

元
野
津
第
２
分
団 

部
長　
　

赤
峰 

茂

元
野
津
第
４
分
団 

部
長　
　

姫
嶋 

哲
也

元
野
津
第
４
分
団 

分
団
長　

高
橋 

浩
司

元
野
津
第
４
分
団 

部
長　
　

甲
斐 

賢
俊

元
野
津
第
５
分
団 

分
団
長　

安
部 

正
人

元
野
津
第
５
分
団 

班
長　
　

後
藤 

安
則

元
野
津
第
５
分
団 

班
長　
　

亀
井 

昇

【
階
級
は
経
験
最
高
階
級
】 

○
日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

⑴
精
績
章（
５
名
）

臼
杵
第
１
分
団 

副
分
団
長　

河
野 

澄
夫

臼
杵
第
12
分
団 

分
団
長　
　

首
藤 

芳
三

臼
杵
第
12
分
団 

部
長　
　
　

佐
藤 

道
郎

臼
杵
第
12
分
団 

班
長　
　
　

真
嶋 

康
則

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
司
令
長　佐

藤 

秀
樹　
　
　

【
階
級
は
受
賞
時
】

○
臼
杵
市
長
表
彰

火
災
予
防
貢
献
地
区（
分
団
）表
彰

無
火
災 

（
８
地
区
）

４
年
間　

臼
杵
第
11
分
団
地
区

３
年
間　

臼
杵
第
９
分
団
地
区

２
年
間　

臼
杵
第
４
・
12
・
15
分
団
地
区

１
年
間　

臼
杵
第
１
・
５
・
14
分
団
地
区

○
消
防
団
長
表
彰

臼
杵
消
防
団　

優
良
消
防
団
員
表
彰（
18
名
）

第
１
分
団 

団
員　

江
藤 

健
太

第
２
分
団 

団
員　

板
井 

祐
輔

第
５
分
団 

団
員　

北
山 

慧

第
７
分
団 

部
長　

匹
田 

順
士

第
７
分
団 

班
長　

吉
田 

晋
也

第
８
分
団 
班
長　

篠
田 

直
人

第
９
分
団 
団
員　

薬
師
寺 

裕
介

第
９
分
団 

団
員　

吉
良 

嘉
人

第
10
分
団 

班
長　

矢
田 
義
人

第
10
分
団 

班
長　

板
井 
真
徳

第
11
分
団 

班
長　

真
内 

順
二

第
11
分
団 

団
員　

長
森 

一
道

第
11
分
団 

班
長　

神
品 

大
輔

第
11
分
団 

班
長　

児
玉 

信
義

第
11
分
団 

団
員　

小
原 

誠
二

第
14
分
団 

班
長　

大
戸 

雄
平

第
15
分
団 

班
長　

相
沢 

宏
充

第
15
分
団 

部
長　

小
手
川 

浩
二

野
津
消
防
団　

優
良
消
防
団
員
表
彰（
13
名
）

第
２
分
団 

団
員　

野
中 

剛
司

第
２
分
団 

団
員　

中
田 

知
孝

第
２
分
団 

班
長　

徳
丸 

尚
喜

第
３
分
団 

団
員　

山
本 

貴
雅

第
３
分
団 

団
員　

久
原 

康
照 

第
３
分
団 

団
員　

堀 

大
輔

第
４
分
団 

団
員　

植
田 

慎
也

第
４
分
団 

班
長　

姫
嶋 

正
浩

第
４
分
団 

班
長　

原
田 

厳
生

第
４
分
団 

班
長　

長
野 

久
徳

第
４
分
団 

団
員　

椎
原 

貴
之

第
５
分
団 

班
長　

後
藤 

俊
六

第
５
分
団 

団
員　

後
藤 

太
一

○
叙
勲
表
彰（
２
名
）

第
20
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
宝
単
光
章

元
臼
杵
市
消
防
本
部　

消
防
司
令

　

戸
上 

秀
次

平
成
25
年
秋
の
叙
勲　

瑞
宝
単
光
章

元
臼
杵
市
臼
杵
消
防
団　

分
団
長　

匹
田 

俊
也

○
消
防
庁
長
官
表
彰

⑴
永
年
勤
続
功
労
章（
２
名
）

臼
杵
第
12
分
団 

部
長　

佐
藤 

道
郎

臼
杵
第
12
分
団 

班
長　

真
嶋 

康
則

【
階
級
は
受
賞
時
】

⑵
退
職
消
防
団
員
表
彰

①
１
号
報
償（
25
年
以
上
）（
15
名
）

元
臼
杵
市
連
合
消
防
団 

団
長　

佐
々
木 

武
則

元
臼
杵
消
防
団 

副
団
長　
　
　

平
岡 

誠

元
臼
杵
第
１
分
団 

班
長　
　
　

後
藤 

憲
一
郎

元
臼
杵
第
３
分
団 

副
分
団
長　

三
浦 

武

元
臼
杵
第
４
分
団 

副
分
団
長　

陶
山 

正
則

元
臼
杵
第
11
分
団 

副
分
団
長　

亀
井 

豊
喜

元
臼
杵
第
11
分
団 
部
長　
　
　

河
野 

吉
幸

元
臼
杵
第
12
分
団 
部
長　
　
　

板
井 

晃

元
臼
杵
第
13
分
団 

分
団
長　
　

遠
藤 

喜
一

元
臼
杵
第
13
分
団 

副
分
団
長　

石
川 

孝
明

元
野
津
第
１
分
団 

分
団
長　
　

芳
山 

泰
生

元
野
津
第
２
分
団 

分
団
長　
　

川
野 
信
善

平成26年臼杵市連合消防団出初式
　１月19日、臼杵市総合運動公園多目的グラウンドで平成26年臼
杵市連合消防団出初式が開催されました。臼杵消防団（小野孝義団
長）、野津消防団（道脇慎一郎団長）と合わせて593名の団員が参加
しました。人員服装点検、小隊訓練点検、ラッパ隊吹奏点検、操法訓
練点検、分列行進などを披露しました。
　また、当日に行われた消防功績者の表彰者は以下のとおりです。

（敬称略）
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⑵
勤
続
章（
３
名
）

臼
杵
第
８
分
団 

分
団
長　
　
　

岩
本 

洋

臼
杵
第
11
分
団 

班
長　
　
　
　

亀
井 

豊
喜

臼
杵
第
11
分
団 
団
員　
　
　
　

河
野 

浩
治

【
階
級
は
受
賞
時
】

○
大
分
県
知
事
表
彰

⑴
永
年
勤
続
功
労
章（
４
名
）

臼
杵
第
１
分
団 

班
長　
　
　
　

匹
田 

郁

臼
杵
第
12
分
団 

班
長　
　
　
　

仲
町 
信
也

臼
杵
第
14
分
団 

分
団
長　
　
　

廣
瀬 
昭
一

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
司
令　

廣
田 

曠
臣

【
階
級
は
受
賞
時
】 

○
大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

⑴
永
年
勤
続
功
労
章

①
35
年
以
上（
１
名
）

臼
杵
第
１
分
団 

副
分
団
長　
　

河
野 

澄
夫

【
階
級
は
受
賞
時
】

②
30
年
以
上（
５
名
）

臼
杵
第
８
分
団 

分
団
長　
　
　

岩
本 

洋

臼
杵
第
11
分
団 

団
員　
　
　
　

河
野 

浩
治

野
津
第
３
分
団 

副
分
団
長　
　

廣
瀬 

和
雄

野
津
第
３
分
団 

団
員　
　
　
　

大
嶋 

和
重

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
司
令　

藤
丸 

幸
彦

【
階
級
は
受
賞
時
】

③
25
年
以
上（
８
名
）

臼
杵
第
２
分
団 

分
団
長　
　
　

高
橋 

真
佐
夫

臼
杵
第
２
分
団 

班
長　
　
　
　

師
藤 

冨
美
男

臼
杵
第
９
分
団 

副
分
団
長　
　

薬
師
寺 

勉

臼
杵
第
10
分
団 

班
長　
　
　
　

板
井 

正
樹

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
司
令
補　

亀
井 

英
樹

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
司
令
補　

庄
司 

哲
宏

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
司
令
補　

三
城 

英
昭

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
司
令
補　

田
原 

俊
一

【
階
級
は
受
賞
時
】

④
20
年
以
上（
39
名
）

臼
杵
第
１
分
団 

班
長　

藤
原 

紳
一
郎 

臼
杵
第
３
分
団 

班
長　

日
高 

昌
幸

臼
杵
第
４
分
団 

班
長　

若
林 

英
樹

臼
杵
第
９
分
団 

部
長　

小
松 

孝
一

臼
杵
第
10
分
団 
班
長　

廣
戸 

聡

臼
杵
第
10
分
団 
団
員　

東 

哲
也

臼
杵
第
11
分
団 

部
長　

清
原 

正
信

臼
杵
第
11
分
団 

団
員　

白
根 

直
樹

臼
杵
第
12
分
団 

班
長　

丹
生 
崇
法

臼
杵
第
12
分
団 

班
長　

安
達 
好
紀

臼
杵
第
12
分
団 

班
長　

吉
田 

正

臼
杵
第
13
分
団 

班
長　

山
岡 

信
夫

臼
杵
第
13
分
団 

班
長　

長
野 

正
樹

野
津
第
１
分
団 

団
員　

高
橋 

雄
三

野
津
第
１
分
団 

団
員　

目
原 

康
弘

野
津
第
１
分
団 

団
員　

首
藤 

稔 

野
津
第
１
分
団 

団
員　

工
藤 

征
治

野
津
第
２
分
団 

部
長　

望
月 

裕
三

野
津
第
２
分
団 

団
員　

竹
田 

公
徳

野
津
第
２
分
団 

班
長　

朝
木 

康
吉

野
津
第
２
分
団 

団
員　

内
藤 

聰 

野
津
第
２
分
団 

団
員　

河
野 

孝
之

野
津
第
３
分
団 

班
長　

川
野 

賢
明

野
津
第
３
分
団 

部
長　

森
迫 

俊
英

野
津
第
３
分
団 

部
長　
　
　
　

椎
原 

英
一

野
津
第
３
分
団 

部
長　
　
　
　

高
田 

教
一

野
津
第
３
分
団 

団
員　
　
　
　

仲
野 

幸
宏

野
津
第
４
分
団 

分
団
長　
　
　

藤
田 

和
秋

野
津
第
４
分
団 

副
分
団
長　
　

長
野 

邦
博

野
津
第
４
分
団 

部
長　
　
　
　

梶
原 

弘
記

野
津
第
４
分
団 

団
員　
　
　
　

竹
尾 

幸
三

野
津
第
４
分
団 

団
員　
　
　
　

原
田 

幸
彦

野
津
第
４
分
団 

団
員　
　
　
　

麻
生 

賢
作

野
津
第
５
分
団 

副
分
団
長　
　

家
本 

隆
弘

野
津
第
５
分
団 

団
員　
　
　
　

高
橋 

和
彦

野
津
第
５
分
団 

団
員　
　
　
　

堀 

康
宣

野
津
第
５
分
団 

団
員　
　
　
　

村
上 

和

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
士
長　

吉
田 

武

臼
杵
市
消
防
本
部 

消
防
士
長　

廣
戸 

隆
宏

【
階
級
は
受
賞
時
】

⑵
永
年
勤
続
退
団
者

15
年
以
上（
32
名
）

元
臼
杵
市
連
合
消
防
団 

団
長　

佐
々
木 

武
則

元
臼
杵
消
防
団 

副
団
長　
　
　

平
岡 

誠

元
臼
杵
第
１
分
団 

班
長　
　
　

後
藤 

憲
一
郎

元
臼
杵
第
３
分
団 

副
分
団
長　

三
浦 

武

元
臼
杵
第
３
分
団 

班
長　
　
　

日
廻 

文
明

元
臼
杵
第
４
分
団 

副
分
団
長　

陶
山 

正
則

元
臼
杵
第
９
分
団 

分
団
長　
　

佐
々
木 

幸
喜

元
臼
杵
第
９
分
団 

副
分
団
長　

薬
師
寺 

龍
太
郎

元
臼
杵
第
11
分
団 

班
長　
　
　

鶴
田 

保

元
臼
杵
第
11
分
団 

班
長　
　
　

安
東 

竜
彦

元
臼
杵
第
11
分
団 

班
長　
　
　

河
野 

吉
幸

元
臼
杵
第
11
分
団 
班
長　
　
　

亀
井 

豊
喜

元
臼
杵
第
12
分
団 
部
長　
　
　

板
井 

晃

元
臼
杵
第
12
分
団 

団
員　
　
　

板
井 

俊
雄

元
臼
杵
第
13
分
団 

分
団
長　
　

遠
藤 

喜
一

元
臼
杵
第
13
分
団 

班
長　
　
　

三
重
野 

近
雄

元
臼
杵
第
14
分
団 

団
員　
　
　

渡
邊 
秀
昭

元
臼
杵
第
14
分
団 

班
長　
　

大
塚 

剛

元
野
津
第
１
分
団 

団
員　
　

芳
山 

泰
生

元
野
津
第
２
分
団 

団
員　
　

川
野 

信
善

元
野
津
第
２
分
団 

団
員　
　

矢
田 

秀
彰

元
野
津
第
２
分
団 

部
長　
　

赤
峰 

茂

元
野
津
第
２
分
団 

団
員　
　

鶴
田 

啓

元
野
津
第
３
分
団 

分
団
長　

川
野 

光
治

元
野
津
第
３
分
団 

団
員　
　

関
屋 

啓
治

元
野
津
第
４
分
団 

団
員　
　

姫
嶋 

哲
也

元
野
津
第
４
分
団 

団
員　
　

高
橋 

浩
司

元
野
津
第
４
分
団 

団
員　
　

甲
斐 

賢
俊

元
野
津
第
５
分
団 

団
員　
　

後
藤 

安
則

元
野
津
第
５
分
団 

団
員　
　

安
部 

正
人

元
野
津
第
５
分
団 

団
員　
　

堀 

俊
和

元
野
津
第
５
分
団 

団
員　
　

亀
井 

昇

【
階
級
は
退
団
時
】

⑶
退
任
協
会
役
員
表
彰（
１
名
）

元
臼
杵
市
連
合
消
防
団 

団
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

佐
々
木 

武
則  

【
階
級
は
退
団
時
】

○
臼
杵
市
長
表
彰

永
年
勤
続
退
団
者

10
年
以
上
15
年
未
満（
３
名
）

元
臼
杵
第
12
分
団 

団
員　
　

足
立 

康
秀

元
臼
杵
第
14
分
団 

団
員　
　

渡
邉 

智
美

元
野
津
第
３
分
団 

部
長　
　

佐
々
木 

和
明

【
階
級
は
退
団
時
】

担
当
課

臼
杵
市
消
防
本
部
総
務
課

☎
０
９
７
２
ー
62
ー
２
３
０
３
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記念品を受け取る松川さん 抱負を語る伊東さん

6
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新しい年の始まりは
石仏とともに

～国宝臼杵石仏年越イベント～

成人としての決意を胸に
～平成26年臼杵市成人式～

　大みそかの12月31日、国宝臼杵石仏では年越しのイベ
ントが行われました。新年のカウントダウンでは、午前０
時を迎えると同時に、豊後さくら太鼓の皆さんが華麗なば
ちさばきを披露。樽酒や甘酒なども振舞われ、新しい年
の始まりを祝いました。石仏までの参道は篝

かがりび

火や約600
本の松

たいまつ

明に明かりが灯され、深田の里に静かにたたずむ
真夜中の石仏群の幻想的な姿は訪れた多くの人々の心を
引き付けていました。　

　１月12日、臼杵市民会館では平成26年臼杵市成人
式が行われました。色鮮やかな振り袖や真新しいスー
ツに身を包んだ新成人約300人が出席し、大人になっ
たことへの決意を新たにしました。オープニングでは
野津高校の親和太鼓が披露され、新成人を代表して松
川隆乗さんに斎藤教育長から記念品が贈られた後、伊
東芙美花さんが二十歳の誓いで新成人としての抱負を
語りました。また、会場には旧友と再会を喜ぶ姿があ
ふれていました。
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地域の安心安全は地域で守る
～海辺地区自主防犯パトロール隊発隊式～

初泳ぎで伝統の技を披露
～山内流寒中水泳大会～

先輩に学ぶ　夢をつかむために
～ようこそ“臼杵っこ”の先輩里帰り授業～

差し込む陽
ひ ざ

射しに魅せられて
～「全国健康福祉祭こうち大会」で銀賞受賞～

　犯罪のない安心安全な地域社会を実現するために、
登下校時の小・中学生の見守り活動や地域の人々への
声掛け運動などに取り組む自主防犯パトロール隊。　
　12月10日、海辺地区公民館で日髙一さんが隊長を
務める海辺地区自主防犯パトロール隊の発隊式が行
われました。副隊長の東敏彦さんが「地域の安心安全
を守るため、隊員一同協力してがんばります」とこれか
らの活動に向けての決意を語りました。

　臼杵に伝わる日本泳法「山内流」。１月３日、中津浦
の鯉来ケ浜で、新年恒例の山内流寒中水泳大会が開催
されました。今回で28回目となる大会には師範、高等
科、甲組の生徒など約20人が参加。気温９度、水温12
度の寒さの中、参加者たちは立ち泳ぎで書をしたため
る「水書」や大きな旗を振る「旗振り」などの伝統の技を
披露しました。寒さをものともしない気迫に満ちた演
技で訪れた多くの見物客を楽しませました。

　臼杵市出身者の先輩が仕事の魅力や夢を語ることで、
臼杵っこたちに将来の夢や仕事への思いを広げてもら
う取り組み「ようこそ“臼杵っこ”の先輩里帰り授業」。　
　１月24日、プロ野球広島東洋カープの廣瀬純選手が
出身校の上北小学校を訪れ、体育の授業で５・６年生に
ソフトボールを教えました。子どもたちは廣瀬選手から
アドバイスを受けながらキャッチボールやバッティング
の練習に取り組みました。

　高齢者による健康・福祉・生きがいづくりの祭典「全国
健康福祉祭（ねんりんピック）」。平成25年度は高知県
で開催され、久米堯

たかし

さん（久保）の作品が洋画の部で銀
賞を受賞しました。旧平井家の土間に鎧戸を通して差
し込む陽射しがつくる土壁の陰影。その質感や空間を
描いた久米さんの作品は「第24回豊の国ねんりんピッ
ク」シルバー作品展洋画の部で最優秀賞を受賞し、大分
県代表として出品され今回の受賞となりました。



皆さんの声をお待ちしています！
○イラスト
　 　郵便ハガキまたは「ご意見・クレームハガキ」にボールペンなどで描き、　
ペンネームを記入のうえ、送付してください。
○ちょっといい話
　 身近な話題をお寄せください。（ボランティア活動、地域のイベント、学校
行事など）※投稿もお待ちしています。

　送付先　〒875-8501臼杵市大字臼杵72番１　臼杵市役所市長室　　　
　広報担当まで
郵便ハガキ設置場所
　臼杵地域　市民課、臼杵市民会館、臼杵市中央公民館、図書館など
　野津地域　市民生活推進課、野津中央公民館
　E-mail　　usuki@city.usuki.oita.jp

新
年
互
礼
会

　

１
月
６
日
、恒
例
の
新
年
互
礼
会

が
洲
崎
の
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
約
３
０
０
人
が
出
席

し
、新
年
の
あ
い
さ
つ
や
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

小
学
生
が
み
そ
作
り
を
体
験

　

海
辺
小
学
校
と
下
北
小
学
校
の
５

年
生
が
フ
ジ
ジ
ン
食
育
事
業
の
一
環

で
み
そ
作
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
は
、約
３
か
月
間
発

酵
さ
せ
て
で
き
あ
が
っ
た
み
そ
を

使
っ
て
み
そ
汁
な
ど
を
作
り
試
食
し

ま
し
た
。

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

　

前
臼
杵
市
教
育
委
員
長
の
荘
田
啓

介
さ
ん
と
前
臼
杵
市
教
育
長
の
吉
田

純
雄
さ
ん
が
、文
部
科
学
大
臣
よ
り

地
方
教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
を
寄
付

　

こ
の
た
び
、
㈲
臼
杵
環
境
セ
ン

タ
ー
か
ら
臼
杵
石
仏
の
バ
ス
停
に
白

い
ベ
ン
チ
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

技
能
士
会
が
門
松
づ
く
り

　

12
月
24
日
、臼
杵
市
技
能
士
会(

佐

藤
重
幸
会
長)

の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、

竹
な
ど
の
地
元
の
材
料
を
使
っ
て
市

役
所
な
ど
の
市
内
６
か
所
に
門
松
を

設
置
し
ま
し
た
。

「
能
」巡
回
公
演

　

12
月
３
日
、上
北
小
学
校
の
体
育

館
で
能
の
巡
回
公
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
公
演
は
文
化
庁
の
次
代
を

担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業

と
し
て
行
わ
れ
12
月
２
日
に
は
南
中

学
校
、４
日
に
は
南
野
津
小
学
校
で

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

唐辛子

イ
ラ
ス
トコ

ー
ナ
ー 上北小学校での公演の様子

荘田さん（左から２人目）、吉田さん（同３人目）

第100回記念
街のコンサート　　　

と　き　　２月16日㈰　13:30～15:00
ところ　　臼杵市中央公民館　大ホール
内　容　　 マンドリン、ハーモニカ、尺八、　

ギター、しの笛などの演奏
問合せ先　臼杵音楽交流協議会

（桑原）☎0972-63-2191

入場
無料
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海辺小学校での調理の様子



 臼杵史談会講演会

第38回普現寺もみじスケッチ大会入賞者発表
　今年度は11月23日に開催され、スケッチ指導を行った野津絵画クラブ(吉良卓美会長)の皆さんによる審査の結果、下記
の方が入賞しました。（敬称略） 
臼杵市教育長賞（幼、小学生の部　最優秀賞）　
　長野　愛叶（野津幼稚園）
大分合同新聞社賞（一般の部　最優秀賞）　
　宮崎　イサヲ（田代）
普現寺賞（優秀賞）
　成田　紅葉（野津小学校１年）
　佐藤　凛翔（大分市立西の台小学校２年）
　平山　大地（臼杵小学校４年）
　成田　葉月（野津小学校６年）

問合せ先　野津中央公民館　☎0974-32-2270

問合せ先　文化・文化財課（内3121・臼杵庁舎）

臼杵市教育長賞　長野愛叶ちゃんの作品 スケッチ大会の様子

臼杵市歴史資料館　開館プレイベント
臼杵市歴史資料館の今春開館に先駆けて、プレイベントを開催します。

　原寸大（畳２畳分ほど）の絵図（古地図）を展示します。
城下町臼杵の江戸時代を知る絶好の機会です。右の絵図
の他にも数点展示します。

と　き　２月22日㈯　10:00～16:00
　　　　　　23日㈰　10:00～15:00
ところ　ほっと館（臼杵市中央公民館裏）

　臼杵藩にかかわる資料や絵図、古書などの歴史資料の
保存・活用について一緒に考えてみませんか。

と　き　３月８日㈯　14:30～
ところ　臼杵市中央公民館 ２階 講座室

入場無料

第７回吉四六さんウォーク 第７回子ども
吉四六ばなし大会豊かな里山と吉四六ばなしのゆかりの地を巡ります。

と　き　３月30日㈰　小雨決行　受付 ８：45～　出発 ９：46
　　　　※天候によっては中止となることがあります。
ところ　野津中央公民館（スタート、ゴール）
コース　 一般コース・約９km　ファミリーコース・約６km
　　　　※ ゴールでは野津産の食材を使った「おいしいおかず」を無

料配布
参加料　大人300円　小学生以下100円（保険料・参加賞を含む）
※ 事故が発生した場合は、主催者加入の傷害保険、応急処置以外の責
務は負いません。

申込方法　電話または申込用紙（吉四六の里観光協会ホームページ
http://www.kichiyomu-kankou.com/でダウンロードできます）に必
要事項を記入し申し込んでください。
締　切　３月20日㈭（必着）

申込・問合せ先
一村一文化推進委員会事務局（市民生活推進課内）（内217・野津庁舎）

問合せ先
市民生活推進課（内217・野津庁舎）

 複製絵図の展示 入場無料

参加者
募集

演題　『歴史研究の宝庫
「臼杵藩政史料」とその周辺』

―臼杵の史料が明らかにしてきたこととその未来―

講師　平井 義人氏（大分県先哲史料館 前館長）

　子どもたちが「吉四六ばなし」の語り

で競います。

　審査の間に、吉四六さん笑学校の語

り部が吉四六ばなしをします。参加者

（小学生以下）を募集しています。

と　き　２月16日㈰
　　　　13:00～15:50

ところ　野津中央公民館
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①
現
場
主
義

　
「
公
務
員
の
知
っ
た
か
ぶ
り
４
分

の
１
バ
カ
」と
い
う
職
員
を
や
ゆ
す

る
言
葉
が
世
間
で
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
上
澄
み
だ
け
の
情
報
で
仕
事

を
す
れ
ば
２
分
の
１
。
心
地
よ
い

情
報
の
み
で
も
２
分
の
１
。
声
な

き
声
や
辛
口
の
意
見
に
耳
を
傾
け

な
い
４
分
の
１
の
情
報
で
は
、決
し

て
市
民
の
リ
ア
ル
な
生
活
に
は
迫

れ
ま
せ
ん
。
地
域
に
飛
び
込
み
実

態
を
し
っ
か
り
理
解
し
、質
の
高
い

仕
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
城
を
築
く
意
識

　

築
城
工
事
現
場
の
３
人
の
石
工

に
侍
が「
お
前
は
何
を
し
て
い
る

の
か
」と
問
い
ま
し
た
。
最
初
の
石

工
は「
岩
を
割
っ
て
い
ま
す
」。
２

人
目
は「
石
垣
を
造
っ
て
い
ま
す
」。

３
人
目
は「
城
を
築
い
て
い
ま
す
」

と
答
え
た
と
の
逸
話
が
残
っ
て
い

ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
の
仕
事

に
は
岩
を
割
る
作
業
の
部
分
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
各
人
の
仕
事
を

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
関
係
づ
け

て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
城

を
築
く
意
識
と
は
、全
員
が
目
標

実
現
に
向
け
、大
事
な
一
部
を
担
っ

て
い
る
と
の
考
え
方
に
立
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

③
三
実
主
義

　

３
つ
の「
実
」を
実
行
し
ま
し
ょ

う
。
第
１
は「
現
実
を
直
視
」す
る

こ
と
。
現
実
に
は
善
い
面
、悪
い
面

も
あ
り
多
様
で
す
。
包
括
的
に
把

握
し
た
う
え
で
課
題
を
発
見
し
、

施
策
化
し
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
第
２
は「
誠
実
な
対
応
」を
す

る
こ
と
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自

分
は
市
役
所
を
代
表
し
、看
板
を

背
負
っ
て
い
る
と
の
気
概
を
持
ち
、

市
民
に
応
接
し
て
く
だ
さ
い
。
信

頼
感
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
第
３
は「
堅
実
な
実
践
」を

す
る
こ
と
。
日
々
一
歩
一
歩
前
進

す
る
仕
事
ぶ
り
が
大
切
で
す
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
目
立
ち
ま
す
が
、

亀
の
よ
う
に
地
道
に
成
果
を
積
み

重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
１
年
間

で
３
６
５
歩
前
進
す
れ
ば
風
景
は

変
わ
り
ま
す
。
現
実
・
誠
実
・
堅
実

の「
三
実
」を
肝
に
銘
じ
て
仕
事
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
臼
杵
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
市

役
所
は
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
」と

評
価
さ
れ
る
平
成
26
年
に
な
る
よ

う
一
丸
と
な
っ
て
全
力
投
球
し
ま

し
ょ
う
。

臼
杵
市
長　

中
野　

五
郎

53

 

平
成
26
年
の
仕
事
始
め
式
で
、職

員
に
訓
示
を
し
ま
し
た
。
以
下
は
、

そ
の
内
容
の
要
約
で
す
。

２
０
１
４
年
は
大
き
な
転
換
期

　

今
年
を
展
望
す
る
と
き
、東
ア

ジ
ア
情
勢
は
非
常
に
緊
迫
し
た
年

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
知
恵
を

絞
り
、冷
静
な
対
応
で
危
機
を
回

避
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
国
内

で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
本
体
で
あ
る

「
成
長
戦
略
」
が
成
功
す
る
か
否

か
が
問
わ
れ
ま
す
。
金
利
や
物
価

は
上
昇
、し
か
し
、雇
用
は
拡
大
せ

ず
所
得
は
伸
び
な
い
と
い
う
惨
た

ん
た
る
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、閣
議
決
定
さ
れ
た
平
成
26

年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
約

96
兆
円
で
す
。
税
収
は
約
50
兆
円
。

約
40
兆
円
の
借
金
を
重
ね
て
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
よ

⑤ 

行
財
政
改
革
を
進
め
、持
続
可

能
な
ま
ち
を
つ
く
る
。

　

こ
の
５
つ
の
基
盤
づ
く
り
を
各

分
野
に
お
い
て
積
極
的
に
展
開
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、事
業
を
精

査
・
選
別
し
、充
実
・
発
展
さ
せ
る

も
の
と
、情
況
を
先
取
り
し
て
新

規
に
取
り
組
む
も
の
を
組
み
合
せ
、

着
実
に
前
進
さ
せ
る
年
に
し
た
い
。

み
ん
な
で
築
く

「
３
６
５
歩
の
ま
ち
」

　

皆
さ
ん
は
市
勢
の
発
展
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
つ
仕
事

に
魅
力
を
感
じ
て
、市
役
所
に
入
っ

た
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
事
に

当
た
る
原
点
を
年
頭
に
再
認
識
し

て
職
務
に
精
励
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
次
の
３
点
に
は
留
意
し
て
く
だ

さ
い
。

り
良
い
国
づ
く
り
に
向
け
、喫
緊
の

課
題
で
あ
る
税
と
社
会
保
障
の
一

体
改
革
や
財
政
再
建
に
道
筋
を
つ

け
る
正
念
場
の
年
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
う
し
た
動

向
を
注
視
し
、臨
機
応
変
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、臼
杵
市
固

有
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す

べ
く
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
２
期
目
の
２
年
次
で
す
。

10
年
先
を
見
据
え
、「
心
の
か
よ
い

あ
う
安
心
社
会
」を
実
現
さ
せ
る

た
め
、

① 

子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持

ち
、た
く
ま
し
く
育
つ
ま
ち
を
つ

く
る
。

② 

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
。

③ 

安
全
性
を
高
め
、災
害
に
強
い
ま

ち
を
つ
く
る
。

④ 

産
業
を
活
発
に
し
て
、活
力
あ
る

ま
ち
を
つ
く
る
。

着
実
に
前
進
す
る
年
に
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読
書
感
想
文
部
門

市
長
賞　

與
田 

亜
美（
野
津
高
校
３
年
）

議
長
賞　

安
達 

郁
雄（
一
般
）

教
育
長
賞　

竹
尾 

真
理
華（
野
津
中
学
校
２
年
） 

野
上
弥
生
子
賞　

大
津 

俊
吉（
一
般
） 

特
別
賞　

オ
カ
ン
・
ハ
ル
ク
・
ア
ク
バ
イ（
一
般
）

優
秀
賞　

河
野 

来
海（
臼
杵
小
学
校
３
年
）

　
　
　
　

疋
田 

美
晴（
下
南
小
学
校
６
年
）

　
　
　
　

村
本 

健
太
郎（
北
中
学
校
１
年
）

　
　
　
　

山
岡 

絵
利
香（
北
中
学
校
２
年
）

　
　
　
　

甲
斐 

幸
歩（
野
津
中
学
校
２
年
）

　
　
　
　

吉
田 
未
来（
臼
杵
商
業
高
校
３
年
）

佳
作　
　

藤
田 
ほ
の
香（
下
北
小
学
校
１
年
）

　
　
　
　

髙
橋 

風
香（
佐
志
生
小
学
校
２
年
）

　
　
　
　

天
達 

心
優（
佐
志
生
小
学
校
４
年
）

　
　
　
　

二
宮 

佳
菜（
下
北
小
学
校
５
年
）

　
　
　
　

姫
嶋 

真
輝（
野
津
中
学
校
３
年
）

　
　
　
　

遠
藤 

来
未（
東
中
学
校
１
年
）

　
　
　
　

野
上 

亜
津
子（
一
般
）

エッ
セ
イ
部
門

市
長
賞　

井
上 

香
織（
一
般
）

議
長
賞　

日
名
子 

千
佐
子（
一
般
）

教
育
長
賞　

吉
田 

未
来（
臼
杵
商
業
高
校
３
年
）   

特
別
賞　

赤
峰 

カ
ナ
ヱ（
一
般
）

優
秀
賞　

神
田 

玲
菜（
臼
杵
商
業
高
校
３
年
）　
　
　
　

　
　
　
　

須
川 

遼
一（
臼
杵
商
業
高
校
３
年
）

　
　
　
　

松
木 

真
理
菜（
臼
杵
商
業
高
校
３
年
）

　
　
　
　

吉
田 

道
代（
一
般
）

　
　
　
　

中
尾 

し
げ
み（
一
般
）

　
う
す
き
市
民
読
書
感
想
文
・エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
12
月
26
日
、サ
ー
ラ
・
デ
・
う
す
き
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
読
書
感
想
文
部
門
に
は
２
８
１
点
、エ
ッ
セ
イ
部
門
に
は
49
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、左
記
の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

平
成
25
年
度

う
す
き
市
民
読
書
感
想
文・エッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

　　　　　　　　　「
たからじゃ、たからじゃ

！」　井上　香織
　

　「えー！？臼杵って、
何があるん！？」

　三月末に夫の転勤
が臼杵市に決定した

際、思わず私が口にし
てしまった一言です。

　転勤族の夫と結婚
し、転勤は我が家の

宿命。仕方が無いと
は思っていても、やは

り新しい土地に住むと

いうことは、相当の不
安が付き纏

まと

うものです。ついつい
そんな言葉が口をつ

いて飛び出てしまいま
した。

　唯一有難かったの
は、以前家族で臼杵

に住んだことがあると
いう、夫の上司の言葉

でした。

　「臼杵はいいよ。人
もいいし、住みやすい

」

　その言葉に縋
すが

るようにして、子供二
人を含む家族四人で

、臼杵に引っ越してき
ました。

　そうして、いざ生活
を始めてみると、夫は

相変わらずの忙しさ。
私は子供二人を相手

にこれまたワイワイと

大忙しの日々です。長
男はなんとか幼稚園

に入園することができ
、楽しく通い始めました

が、残されたのは

私と一歳になる娘の
二人でした。娘にも同

じ年頃の友達が欲し
いし、私もママ友が欲

しい！そんな気持ちを

抱いていたところ、ちょ
うど市報で見つけた「

乳幼児期家庭教育学
級にじっ子」と、「体操

教室」に参加で

きることが決まりました
。娘はここでダンスの

楽しさを覚え、母親で
ある私も沢

たくさん

山のママさん達とお喋
しゃべ

りするこ

とができ、とても充実し
た日々を過ごせていま

す。

　そんな子育てに奮
闘する私の、一番の

大変さは買い物です
。臼杵には海も山もあ

り、スーパでの農産

物の価格の安さや、新
鮮さ、美味しさに嬉し

い驚きを感じています
。しかし幼児との買い

物と言えば、買いた

い物の売り場に直行
できない！抱っこをせが

まれる！泣く、騒ぐ、走り
回る！買い物の度

たび

にぐったりです。

　ある日の買い物の
際、いつものように娘

を連れて売り場で商
品を見ていた私の耳

に、印象的な言葉が

飛び込んできました。

「たからじゃ、たからじ
ゃ」

　声のする方を振り返
ると、娘が見知らぬお

ばあちゃんにじっと頭を
撫
な

でられながら、そんな
言葉を掛けら

れていたのです。私は
その光景を目にし、と

ても胸が熱くなりました
。知らない土地で、子

育てをずっと一人

で頑張っているような
気がしていましたが、

子供も私も見守られて
いたんだなと気がつき

ました。そういえば

買い物の度、娘に声
をかけてくれるお年寄

が多かったことも思い
出されます。

　これからまだまだ続
く私の子育てですが

、その一ページに、「こ
の子は宝だよ」という

言葉はずっと刻まれ

ていることだと思いま
す。まだまだ転勤生活

は続きそうですが、ど
こへ住んだとしても、そ

の言葉とともに、私

は必ず臼杵市の自然
や子供に対するお年

寄の笑顔などを思い
出すのだろうと思って

います。

エッセイ
部門　

市長賞

問
合
せ
先　

臼
杵
図
書
館

☎
０
９
７
２‒

62‒

３
４
０
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平成25年臼杵市議会12月定例会（12月3日～20日）
平成25年12月定例会の内容についてお知らせします。

◎主な議決結果　　以下のとおり原案可決、承認、採択されました。

○臼杵市歴史資料館条例の制定について
　 臼杵藩ゆかりの貴重な文化財や歴史資料等を供覧す
るとともに、市民の生涯学習や学校教育に活かすこ
とを目的として、臼杵歴史資料館を設置するもの
○臼杵市庁舎等使用料条例等の一部改正について
　 消費税率の改定に伴い、使用料等の改正を一括して
行うもの
○ 臼杵市督促手数料および延滞金徴収条例等の一部
改正について
　 地方税法の改正に伴い改正された臼杵市税条例の
規定にあわせ、同様の延滞金割合を定めている使用
料等の税外収入についても同様に引下げを行うもの
○臼杵市公共下水道条例等の一部改正について
　 消費税率の改定に伴い、上水・下水道料金等の消費
税について改正を行うもの
○臼杵市営墓地条例の一部改正について
　 区画使用者から返還され空き区画が発生しているこ
とから、それらの区画の面積及び使用料設定の見直
しを行うもの
○臼杵市営住宅条例の一部改正について
　 公営住宅法の規定に基づき、大分県住宅供給公社に
臼杵市営住宅の管理を代行してもらうため、所要の
改正を行うもの
○臼杵市特定公共賃貸住宅条例の一部改正について
　 特定公共賃借住宅の運営について、指定管理とする
ために必要な改正を行うもの
○臼杵市社会教育委員条例の一部改正について
　 第3次地方分権一括法に基づき、委員の委嘱要件を
条例で定めるとされたことから、法の基準どおりに
要件を定めるもの
○ 臼杵市水道事業及び簡易水道事業の設置等に関す
る条例の一部改正について
　簡易水道事業の改廃を行うもの
　　廃止:川野簡易水道事業、松原簡易水道事業
　　供用開始:上北簡易水道事業
○ 臼杵市ほんまもんの里農業推進センター条例の一部
改正について
　 ほんまもんの里農業推進センターの運営に指定管理
者を指定することができるよう、所要の改正を行うも
の

○ 新たに生じた土地の確認および字の区域の変更に
ついて
　 諏訪と板知屋の漁港内埋立工事が竣功認可を受け
たことから、埋立てにより新たに生じた土地を確認
するとともに、その土地を近傍の字に編入するもの
○字の区域の変更について
　 県営農村振興総合整備事業によるほ場整備が竣工
したことから、換地処分を行うため、字の区域を変更
するもの
○新市建設計画の変更について
　 合併特例債の発行が平成31年度まで可能となるこ
とに伴い、防災体制の強化等の視点を加えるととも
に、計画期間の延長を行うよう、新市建設計画を変更
するもの
○平成25年度補正予算
・臼杵市一般会計補正予算（第3号）および（第4号）
・臼杵市水道事業会計補正予算（第1号）
・臼杵石仏特別会計補正予算（第1号）
・臼杵市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）
・ 臼杵市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予
算（第2号）
・臼杵市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
・臼杵市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）
・臼杵市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
・ 臼杵市地域情報化推進事業特別会計補正予算（第2号）
・ 臼杵市浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第1号）
・臼杵市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
・臼杵市介護保険特別会計補正予算（第2号）
・臼杵市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
◎閉会中継続審査事件
　 ９月議会で閉会中の継続審査事件となっていた平成
24年度の決算認定議案（12議案）については、11
月15日に決算委員会を開催し、審査を行いました。
その結果、12月議会で委員長報告のうえ、全て承認
されました。
◎意見書
　○TPP決議の実現を求める意見書
　　・農林水産分野の重要5品目について
　　・速やかな情報の公表について　

臼杵市議会だより 問合せ先　議会事務局
☎0972-63-1111（内2213）
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　本年度臼杵市議会では議会の役割の一つの「執行機関の
監視機能」を強化する目的で、市役所が行う事務事業の検証
を行いました。部会（委員会単位）ごとに検証する事務事業
を選定した後、担当部署から対象事業のヒアリングを実施。
その後は現場の視察や先進地への行政視察なども行いな
がら、対象事業の必要性や課題・問題点などについての調査
検証を行ってきました。
　検証の結果を「事務事業に対する意見」としてまとめ、
12月20日に市長に提出しました。今後も、市役所の仕事
が適正かつ効率的に行われているかを議会としてしっかり
チェックしていきます。なお、各部会が検証した事務事業は
下記のとおりです。
○総務部会
　 ① 地域振興協議会設立推進事業
　②地域公共交通対策事業
　③ 監査事務
　④市有地管理業務
○建設産業部会
　 ①農業用施設整備事業
　②有害鳥獣捕獲事業
　③地籍調査事業〈臼杵・野津〉
　④企業立地促進助成金　
　⑤特例債による周辺地域道路改良工事〈臼杵・野津〉
○教育民生部会
　 ①臼杵・野津学校給食センター管理運営事業
　②公民館事業
　③臼杵市体育協会補助金事業
　④臼杵市体育施設管理運営事業
　⑤臼杵市にこにこ保育支援事業
　⑥介護予防事業

　12月11日、臼杵市水資源調査特別委員会が市長に政
策提言書を提出しました。当特別委員会は、近年の河川
水量の減少や、全国的な外国資本による森林買収などが
臼杵市にとっても喫緊の課題と考え、水資源の問題や課
題の調査研究に取り組んできました。その結果を下記の
ように政策提言として取りまとめ、市長に提出しました。
① ｢水源かん養森林」整備を各部署を超えて協議を行うこ
とと、水源確保に向けた環境教育（生涯教育）の実施を
図ること
② ｢水資源確保」のための事業実施に資する基金の検討
を行うこと
③ 渇水（緊急時）に強い給水体制の構築に向け検討を行
うこと

◎一般質問
 　 以下4名の議員が会派代表者質問を、7名の議員が個
人質問をしました。

代表質問
臼政会（大戸祐介）
　1.子育て環境の充実について
　2.臼杵港港湾整備事業について
創政会第3（足立善己）
　1.産業の振興について
　2.定住促進対策について
新市民クラブ（堀孝則）
　1.市民の安心・安全について
　2.これからの農林業対策について
臼新会（匹田郁）
　1.臼杵市と津久見市の合併協議について
　2.県立高校問題について
　3.高齢者施策について
個人質問
加茂千恵子
　1. がん無料クーポンのコール、リコール（個別受診勧

奨）導入について
　2.フッ化物洗口で虫歯予防を、について
　3.子ども医療費助成の拡充について
　4.メガソーラーの設置届け出義務について
平川哲郎
　1.伊方原発について
　2.中野市政の目玉（セールスポイント）について
　3.介護保険の改定案について
　4. 国保税の支払い回数を10回、12回に変更するこ

とについて
　5.学童保育・児童館の時間延長について
　6.歩道・道路の改善について
若林純一
　1.防災まちづくり検討会議について
　2.洲崎口避難ループ橋について
　3.観光交流センターについて
　4.「旧中国陶瓷美術館」の購入価格について
長田徳行
　1.生活困窮者対策について
　2.自殺対策について
林壯一朗
　1.臼杵市のＰＲの方法について
　2.防災対策について
土谷桂山
　1.教育問題について
　2.市役所の非正規職員の待遇問題について
　3.市の職員の提案制度の導入について
奥田富美子
　1.障がい者移動支援サービスについて
　2.臼杵中央公民館の利用状況について
　3.竹宵について

会議録の公開について
　臼杵市議会の会議録は下記の場所や臼杵市ホーム
ページで公開しています。なお、12月定例会の会議録は、
2月末に閲覧できるようになります。
臼杵地区：市民課、臼杵図書館
野津地区：市民生活推進課、中央公民館図書室
URL：http://www.city.usuki.oita.jp/　

3月定例会のケーブルテレビ放送
　次回3月定例会の放送日程は、2月末に決定しま
す。放送日程が決まり次第、12チャンネル（121ch）
でお知らせします。ぜひご覧ください。

市役所の事務事業をチェックしました

政策提言を行いました
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問合せ先　同和人権対策課（内1611・臼杵庁舎）

見つめ直してみませんか？
暮らしの中の身近な人権！

皆さんの暮らしの中に、次のような人権の重要課題が今もなお存在します。

　これらの差別の解消と人権尊重の社会を実現するためには、家庭、地域、学校、行政などが、それぞれの役割を果た
し、相互に連携をしながら効果的で実践的な人権・同和教育や啓発を推進することが大切です。

　人は皆、かけがえのない存在であり、さまざまな個性や可能性をもっています。そして、誰もが「一人の人間として
自分らしく生きる」権利をもっています。一人ひとりの人権が尊重される社会を築きましょう。

営
の
ス
タ
ッ
フ
の
事
前
研
修
も
行
い
ま

し
た
が
想
定
外
の
こ
と
が
多
く
臨
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変
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対
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が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
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に
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し
た
市
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力
で
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の
運
営
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き
る
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と
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必
要
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感
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。
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践
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を
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を
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て
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。

　

こ
の
マ
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る
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項
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つ
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く
の

市
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皆
さ
ん
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ら
の
ご
意
見
を
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ち
し
て
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す
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問
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営
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杵
の
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く
り
の
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で
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「
臼
杵
市
ま
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づ
く
り
基
本
条
例
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こ

の
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例
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「
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報
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。

　

平
成
24
年
に
行
っ
た「
総
合
防
災
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練
」で
は
、各
地
区
の
自
主
防
災
会
が
中

心
と
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り
、区
長
や
防
災
士
が
率
先
し

て
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。
訓
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で

は
、大
分
県
内
で
も
初
め
て
と
な
る「
避

難
所
運
営
訓
練
」を
実
施
し
、避
難
所
運

№55

同和問題

高齢者の人権

女性の人権

医療をめぐる人権

子どもの人権

さまざまな人権

障がいのある人の人権

外国人の人権

家庭
では

学校
では

地域
では

企業
では

行政
は

　大人の意識や態度が子どもの成長・発達
に大きく影響することを理解し、良好な親子
関係を築く中で互いの人権を尊重する意識
を培いましょう。

　友だちとの人間関係を通じて社会性が培
われる場であり、この時期における実践的な
人権教育を積極的に進めます。

　地域ではさまざまな地域活動を通じて一
人ひとりの人権が尊重される意識を醸成し
ましょう。

　差別のない公正な採用選考や相互に信頼
し合える人間関係が求められており、これら
の視点に立った人権研修を行いましょう。

　行政のあらゆる施策が人権尊重を基礎と
して展開されることが求められるため、人権
問題を正しく理解・認識することが重要であ
り、すべての職員が人権尊重を基盤として業
務を遂行するよう研修の充実に努めます。
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平成25年 臼杵市の農地賃借料情報
　農業委員会では、農地の賃貸借の目安となる１反（1,000㎡）当たりの賃借料をお知らせしています。　
25年分の賃借料は以下のとおりです。

※使用貸借契約は含めていません。
※コメの１袋（30ｋg）単価は25年産前渡金実績から5,760円とする。

問合せ先　農業委員会事務局（内222・野津庁舎）

地区名 地目 最高平均金額
（円）

最低平均金額
（円）

平均金額
（円）

データ数 備考
（最高額土地利用状況）

臼杵地区（前田、野田、望月、
深田、家野）

田 15,534 8,639 12,232 32 稲作

畑 23,575 6,628 12,116 11 露地野菜、施設野菜

下ノ江地区（大野） 田 6,187 5,760 5,844 7 稲作

下北地区
（井村、稲田、藤河内）

田 9,277 5,720 6,967 26 稲作

上北地区（末広）
田 14,000 4,926 8,039 40 稲作

畑 11,132 11,132 11,132 8 カボス

南津留地区（吉小野、中臼杵、
掻懐、左津留、乙見）

田 13,256 9,629 10,847 54 稲作

畑 11,250 11,250 11,250 10 露地野菜

地区名 地目 最高平均金額
（円）

最低平均金額
（円）

平均金額
（円）

データ数 備考
（最高額土地利用状況）

野津地区（野津市、原、宮原）
田 10,393 10,393 10,393 14 稲作

畑 11,411 7,170 9,179 18 露地野菜、果樹

田野地区 
（福良木、亀甲、山頭）

田 11,520 11,520 11,520 2 稲作

畑 12,519 5,412 9,358 23 施設野菜、露地野菜

川登地区 
（泊、清水原、落谷）

田 5,760 5,760 5,760 21 稲作

畑 20,000 20,000 20,000 5 施設野菜

南野津地区（前河内、吉田、
秋山、西畑、東谷）

畑 13,223 10,370 11,927 233
露地野菜、施設野菜、

茶

戸上地区（千塚、藤小野）
田 11,520 11,520 11,520 6 稲作

畑 10,000 9,834 9,917 2 露地野菜

臼杵地域

野津地域

農政施策に関する建議を提出
　11月22日、臼杵市農業委員会（疋田忠公会長）が中野市長
へ臼杵市の農業施策の推進や充実などを要望する「農政施
策に関する建議書」を提出しました。この建議書の内容を踏
まえ、市の施策などについて意見を交換しました。
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情報ボックス
Information Box

　住民票の写しや戸籍を不正に取得し、身元調査に
利用したり、犯罪に悪用するなどの事件が全国で起
きています。不正取得による個人情報の漏えい・転売
阻止や権利侵害の防止のために「本人通知制度」をご
利用ください。この制度では、第三者が住民票の写し
や戸籍謄本など取得した場合に登録している本人に
通知します。

登録できる方　 臼杵市に住民登録している方、臼杵
市に本籍を有する方

対　象　 住民票の写し、住民票記載事項証明書、戸籍
謄本（全部事項証明書）、戸籍抄本（個人事項
証明書）、戸籍記載事項証明書、戸籍の附票

受　付　 市民課（臼杵庁舎）、市民生活推進課（野津庁
舎）

　問合せ先　市民課（内1190・臼杵庁舎）
　　　　　　市民生活推進課（内113・野津庁舎）
　　　　　　同和人権対策課（内1611・臼杵庁舎）

　近年、アパートなどの集合住宅の増加により、地番
だけでは各種通知などが届かない事例が生じていま
す。これを解消するために、３月３日㈪から方書を住
所の一部として住民票などに記載します。住民異動
届に方書を記入して届出をした方は、方書が表示さ
れるようになります。方書を登録していなくて表示
を希望する方や方書の表示を修正する方は、届出が
必要です。詳しくは、お問い合わせください。

　　　　　　臼杵市大字臼杵72番地の１

　　　　　　臼杵市大字臼杵72番地の１
△△アパート101号

※ 方書とは、アパートやマンションなどの「建物名・
部屋番号」「○○様方」のことです。

方書を表示する証明書類　住民票の写し、住民記載
事項証明書、印鑑登録証明書、戸籍の附票の写し、転
出証明書

　　問合せ先　市民課（内1194・臼杵庁舎）
　　　　　　　市民生活推進課（内113・野津庁舎）

本人通知制度をご利用ください
～個人情報の不正利用を防ぎましょう～

住民票などへ方
か た が き

書の表示を実施します

子育て支援講演会

平成26年度の健康診査

　子育てに悩みや迷いはつきものです。子育ての喜
びや苦しみをみんなで分かち合いませんか。

　お父さん、お母さん、お誘いあわせのうえ、ぜひご
参加ください。

と　き　３月１日㈯13:30～15:00 受付13:00～

ところ　臼杵市中央公民館１階　中会議室

演　題　がんばりすぎてませんか、あなたの子育て

講　師　広岡　智子氏

　　　　（子どもの虐待防止センター理事・相談員）

定　員　60名

参加料　無料

託　児　有り

申込み　 直接または電話で福祉
課子育て支援室へ申し
込んでください。

　４月から11月に特定健康診査などを実施します。
２月中旬に対象者へ希望調査票を送付しますので、
返送をお願いします。

 国保加入の方（40～74歳）

　「特定健康診査等受診希望調査票」を送付します。
　対象　 平成26年２月１日時点で国保加入の40～

75歳（平成27年３月31日の年齢）の方
　　　　※ 定期的に医療機関を受診している方や今

年の１～３月に受けた（る）方も対象です。

 35～39歳の市民

　「若年者健診等受診希望調査票」を送付します。
　対象　 35～39歳（昭和50年4月1日～昭和55年4

月1日生まれ）の臼杵市民
　※若年者検診は臼杵市独自事業です。
申込方法　 ２月28日㈮までに、同封の返信用封筒で

の郵送または直接、保険健康課（臼杵庁
舎）、市民生活推進課（野津庁舎）、野津保
健センターへ申し込んでください。

問合せ先　　保険健康課（内1144・臼杵庁舎）

変更前

変更後

問合せ先　福祉課子育て支援室（内1176・臼杵庁舎）

広岡　智子氏
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情報ボックス
Information Box

と　き　　３月30日㈰10：00～14：00　雨天中止

ところ　　大手門公園（臼杵城址大手門入口南側）

対　象　　 個人、団体（代表者は18歳以上）　　　　
※販売業者、専門業者を除く

出店料　　無　料

出店商品　 日用雑貨、衣類、おもちゃなどで使用可能
な物※飲食物、動植物、危険物などは不可

募集店数　20店（多数時は抽選）

申込方法　 はがきに代表者の住所、郵便番号、氏名、
生年月日、電話番号、参加人数、出店内容
（種類・数）を記入し、３月13日㈭（必着）
までに環境課（〒875-8501　臼杵市大
字臼杵72-１）へ。

注意事項　・出店者には許可証を送付します。

　　　　　 ・ 応募が少ない場合は中止することがあ
ります。

　　　　　 ・ 出品商品のトラブルなどは出店者の責
任で対応をお願いします。

問合せ先　環境課（内1133・臼杵庁舎）

募集期間　２月３日㈪～４月15日㈫

抽選日　　４月27日㈰（予定）

応募資格　 臼杵市内に居住または市内に親族がいる
方で、市内に本人または同一世帯員が所
有する墓地（市営墓地を含む）が無く、使
用許可後１年以内に墓碑を設置できる方

申込み　　 環境課に備え付けの申込書に必要事項を
記入し、直接、環境課へ申し込んでくださ
い。

注意事項　 申込みは１世帯１区画までです。　　　
抽選で使用者・使用区画を決定します。

　詳しくは、臼杵市ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

問合せ先　環境課（内1133・臼杵庁舎）

桜まつりフリーマーケット出店者募集

市営墓地の使用者募集

臼杵市議会議員選挙
立候補予定者説明会

２月公営住宅入居募集

　4月20日執行の臼杵市議会議員選挙立候補予定者
の説明会を次のとおり行います。立候補予定者また
は関係者の方は必ず出席してください。

と　き　　３月６日㈭　13:30～　
ところ　　臼杵市役所 臼杵庁舎 203・204会議室
注意事項　代表者は印鑑をご持参ください。
　　　　　出席者は1候補3人以内でお願いします。

募集期間　2月3日㈪～17日㈪ 18:00まで  
注意事項　・多数時は抽選。   　
　　　　　・ 入居には連帯保証人（県内在住者）2名

が必要です。
　　　　　・ 一般の公営住宅の申込みは、世帯の月額

所得基準（各種控除後）が158,000円以
下の基準に該当する方が対象です。

　　　　・入居資格などは、お問合せください。

　問合せ先　都市デザイン課（内1322・臼杵庁舎）    
　　　　　　市民生活推進課（内114・野津庁舎） 

問合せ先
臼杵市選挙管理委員会事務局（内3150・臼杵庁舎）

臼杵市議会議員選挙
　投票日　4月20日㈰
　告示日　4月13日㈰
　定　数　18名

区分 区画数 区画面積 永代使用料

植山墓地A ３ 6㎡（2ｍ×3ｍ） 300,000円

植山墓地B 12 4.5㎡（1.5ｍ×3ｍ） 225,000円

戸室墓園 ２ 6㎡（2ｍ×3ｍ） 318,000円

住宅名 募集
戸数 建設年度 階数・間取 単身

入居 エレベーター

[県営] 
上臼杵住宅 １戸 昭和59年度 2階・3DK ○ ×

[県営] 
上臼杵住宅 ２戸 昭和59年度 5階・3DK ○ ×

[市営] 
市浜住宅 １戸 昭和59年度 1階・3K ○ ×
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　くらしの情報館への掲載依頼
は、市長室（内2115・臼杵庁舎）
までご連絡ください。
３月号の締切　　　２月３日㈪
４月号の締切　　　３月３日㈪

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

と　

き　

２
月
25
日
㈫

18
時
30
分
〜
21
時

と
こ
ろ　

臼
杵
市
中
央
公
民
館小

会
議
室
１

問 

産
業
観
光
課

（
内
１
２
６
２
・
臼
杵
庁
舎
）

悩
ま
ず

ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

期　

間　

２
月
３
日
㈪
〜
９
日
㈰

時　

間　

・
平
日
…
９
時
〜
20
時（
来
所

相
談
の
受
付
は
18
時
30
分
ま
で
）

・
土
・
日
曜
日
…
９
時
〜
17
時（
来
所
相
談

の
受
付
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
大
分
県
庁
本
館
７
階
）

内　

容　

解
雇
、賃
金
未
払
い
な
ど
の
労

使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０

問 

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

境
界
ト
ラ
ブ
ル
休
日
相
談
所

と　

き　

２
月
９
日
㈰
10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
４
０
５

会
議
室（
大
分
市
）、大
分
地
方
法
務
局
佐

伯
支
局
ほ
か

相
談
員　

法
務
局
職
員
、土
地
家
屋
調
査

士
※
相
談
無
料

問 

大
分
地
方
法
務
局
地
図
整
備
・
筆
界

特
定
室　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
４
２

○
大
分
県
行
政
書
士
会
相
談

　

遺
言
、相
続
に
関
す
る
書
類
の
作
成
、

農
地
転
用
、官
公
署
へ
の
許
認
可
申
請
、

生
活
の
中
で
の
困
り
ご
と
な
ど

と　

き　

２
月
３
日
㈪
13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
２
０
３
会
議
室

問 

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

宅
地
建
物
取
引
相
談

と　

き　

２
月
17
日
㈪
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

※
予
約
で
き
ま
す
。

問 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
臼
津
支
部

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
５
６
７
６

公
証
役
場
無
料
相
談

と　

き　

２
月
19
日
㈬
９
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

臼
杵
商
工
会
議
所
内

内　

容　

遺
言
の
作
成
、任
意
後
見
契

約
、金
銭
貸
借
、賃
貸
借
、離
婚
に
伴
う
養

育
費
の
支
払
い
な
ど 

※
予
約
で
き
ま
す

問 

大
分
公
証
人
合
同
役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

出
張
年
金
相
談

　

佐
伯
年
金
事
務
所
で
は
、年
金
の
出
張

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

毎
月
第
２
木
曜
日

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問 

佐
伯
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
２
‐
22
‐
１
９
７
０

相　

談

お
知
ら
せ

市
役
所
の
相
談
窓
口

○
臼
杵
地
域
相
談
会

と　

き　

２
月
20
日
㈭10

時
〜
14
時
30
分

・
月
例
行
政
相
談

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
３
０
１
会
議
室

・
登
記
相
談(

要
予
約)

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
３
０
２
会
議
室

・
人
権
相
談

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

○
野
津
地
域
月
例
行
政
・
人
権
相
談

と　

き　

２
月
21
日
㈮
９
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

野
津
中
央
公
民
館農

事
研
修
室

○
大
分
県
司
法
書
士
会
法
律
相
談
会

と　

き　

２
月
10
日
㈪
13
時
〜
16
時

（
30
分
程
度)

※
要
予
約

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
２
０
３
会
議
室

予
約
先　

市
民
課

○
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

悪
質
商
法
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、多
重

債
務
な
ど
の
お
悩
み
は
消
費
生
活
相
談

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
、秘

密
厳
守

相
談
電
話
☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
９
５
３

と
こ
ろ　

市
民
課

○
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
弁
護
士
相
談

と　

き　

２
月
17
日
㈪
13
時
〜
15
時

（
30
分
程
度)

※
要
予
約

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

予
約
先　

市
民
課

問 

市
民
課（
内
１
１
６
１
・
臼
杵
庁
舎
）

２
月
は「
相
続
登
記
は

お
済
で
す
か
月
間
」で
す

期　

間　

２
月
１
日
㈯
〜
28
日
㈮

(

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く)

相
談
先　

各
司
法
書
士
事
務
所

内　

容　

遺
産
分
割
、遺
言
、相
続
分
、登

記
手
続
き
な
ど

そ
の
他　

期
間
中
の
相
談
は
無
料
で
す
。

問 

大
分
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

女
性
に
対
す
る
暴
力
相
談
窓
口

問 

同
和
人
権
対
策
課

（
内
１
６
１
２
・
臼
杵
庁
舎
）

Ｐ
Ｍ
2
・
5
の
注
意
喚
起
は

『
県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
』で

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
大
分
県
内

の
災
害
情
報
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る『
県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
』。
登
録

は
無
料
で
す
が
、メ
ー
ル
の
送
受
信
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
な

ど
の
通
信
料
は
登
録
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問 

大
分
県
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
１
５
５

公
共
の
た
め
に
使
用
す
る
土
地
・
家
屋
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
申
請

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、公
共
の

た
め
に
使
用
し
て
い
る
土
地
・
家
屋（
公

民
館
・
集
会
所
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な

ど
）の
固
定
資
産
税
は
、条
例
に
基
づ
き

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
有 登録は

こちらから
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料
で
使
用
す
る
も
の
を
除
く
）。

　

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
方（
代
表

者
・
所
有
者
な
ど
）は
２
月
28
日
㈮
ま
で

に
減
免
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

添
付
書
類（
契
約
書
、写
真
な
ど
）が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課（
内
１
１
１
９
・
臼
杵
庁
舎
）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
は「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

違
反
者
は
個
人
で
５
年
以
下
の
懲

役
か
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、法
人
で

３
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問 

臼
杵
市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
７
２
‐
65
‐
３
７
０
０

市
民
生
活
推
進
課

（
内
１
２
２
・
野
津
庁
舎
）

大
分
県
中
部
保
健
所

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
９
１
７
１

平
成
26
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
指
名
願
）

① 

建
設
工
事

受
付
期
間　

市
内
・
県
内
業
者

１
月
６
日
㈪
〜
２
月
３
日
㈪

県
外
業
者　
２
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

有
効
期
間　

平
成
26
・
27
年
度（
２
年

間
）

② 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

有
効
期
間　

平
成
26
年
度（
１
年
間
）

③ 

物
品
な
ど

受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜３

月
17
日
㈪

有
効
期
間　

平
成
26
年
度（
１
年
間
）

④ 

施
設
等
管
理
業
務
委
託

受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜３

月
17
日
㈪

有
効
期
間　

平
成
26
年
度（
１
年
間
）

　

契
約
検
査
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書（
臼
杵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
、必
要
書
類
を
添

え
て
契
約
検
査
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、臼
杵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

契
約
検
査
課

（
内
１
２
４
１
・
臼
杵
庁
舎
）

臼
杵
市
小
規
模
修
繕
工
事
等
契
約

希
望
者
の
登
録
を
受
付
け
ま
す

　

臼
杵
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事

な
ど
の
受
注
・
施
工
を
希
望
す
る
市
内
の

事
業
者
の
登
録
を
受
付
け
ま
す
。

対
象
工
事　

臼
杵
市
発
注
の
小
規
模
な

工
事
や
修
繕
、軽
易
な
内
容
で
履
行
の

確
保
が
容
易
な
も
の
、工
事
金
額
が
１
件

20
万
円
未
満
の
も
の

対
象
事
業
者　

臼
杵
市
内
に
主
た
る
事

業
所
を
置
き
、臼
杵
市
競
争
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
事

業
者（
建
設
業
許
可
の
有
無
、
経
営
組

織
・
従
業
員
数
な
ど
は
不
問
）

申
請
方
法　

契
約
検
査
課
に
備
え
付
け

の
登
録
申
請
書（
臼
杵
市
ホ
ー
ム
ペ
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）に
必
要
書

類
を
添
え
て
契
約
検
査
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

有
効
期
間　

平
成
26
・
27
年
度（
２
年

間
）

問 

契
約
検
査
課

（
内
１
２
４
１
・
臼
杵
庁
舎
）

大
分
県
の
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
し
た

・ 

大
分
県
最
低
賃
金（
地
域
別
）　

６
６
４
円（
時
間
額
）

（
平
成
25
年
10
月
20
日
効
力
発
生
）

・
産
業
別
最
低
賃
金（
時
間
額
）　

鉄
鋼

業
８
０
１
円
、非
鉄
金
属
製
造
業
７
９
３

円
、電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
７
２
３
円
、自
動
車
・
同
附
属
品

製
造
業
、船
舶
製
造
・
修
理
業
、舶
用
機

関
製
造
業
７
７
３
円
、各
種
商
品
小
売

業
６
９
７
円
、自
動
車（
新
車
）小
売
業

７
３
４
円（
平
成
25
年
12
月
24
日
効
力

発
生
）

問 

大
分
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

臼
杵
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
の
改
訂
案
へ
の
意
見
募
集

　

市
民
生
活
に
欠
せ
な
い
公
共
交
通
の

基
本
計
画
で
あ
る「
臼
杵
市
地
域
公
共

交
通
総
合
連
携
計
画
」を
改
訂
し
ま
す
。

こ
の
改
訂
案
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
・
閲
覧
期
間　

２
月
10
日
㈪
〜

３
月
11
日
㈫

募　

集

臼杵市役所
臼杵庁舎　0972-63-1111
野津庁舎　0974-32-2220
※ 執務時間内に野津庁舎におかけいただいた電話は、市内通話料金で関係課
につながります。
問 総務課（内2139・臼杵庁舎）　

平成26年度「交通災害共済」に
加入しませんか？

　交通災害共済は年額360円の掛金で、自動車・単車・電
車・バス・航空機・船舶（定期便）・自転車などでの事故やこ
れらの乗り物との接触・衝突などの事故にあった場合に見
舞金が支払われます。２月３日㈪から平成26年度の加入を
受付けます。詳しくは、お問い合わせください。
加入対象　臼杵市に住民登録している方（年齢制限なし）
共済期間　 ３月31日までの申込み…

４月1日～平成27年３月31日
　　　　　 ４月１日以降の申込み…

掛金納入日の翌日～平成27年３月31日

交通事故の程度 見舞金額

死亡した場合 100万円 

自動車損害賠償保障法施行令
別表第１級各号に掲げる障害 50万円

医師の治療実日数
が７日以上の場合

３万円～20万円
（日数により異なる）

自損事故などで、医師の
治療実日数が７日以上の場合 １万円

問合せ先　臼杵地域 市民課（内1162・臼杵庁舎）　　　
　　　　　野津地域 市民生活推進課（内111・野津庁舎）
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閲
覧
時
間　

９
時
〜
16
時

閲
覧
場
所
・
提
出
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防

災
課（
臼
杵
庁
舎
）、市
民
生
活
推
進
課

（
野
津
庁
舎
）

　

臼
杵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
課

（
内
２
１
３
２
・
臼
杵
庁
舎
）

臼
杵
市
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
公
募

　

臼
杵
市
で
は「
第
5
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」に
基
づ
き
、平
成
26
年
度
内
に

開
設
予
定
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
行
う
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類　

①
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護　

③
地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
保
護

締　

切　

３
月
７
日
㈮　

詳
し
く
は
、臼
杵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

高
齢
者
支
援
課

（
内
１
１
５
６
・
臼
杵
庁
舎
）

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

　

た
く
さ
ん
の
絵
本
を
積
ん
だ
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
が
や
っ
て
来
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

•
２
月
９
日
㈰
14
時

30
分
〜
15
時
35
分　

荘
田
平
五
郎
記

念
子
ど
も
図
書
館

•
２
月
14
日
㈮
10
時
30
分
〜
11
時
35
分

野
津
中
央
公
民
館

内　

容　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学
、お

は
な
し
会

問 

臼
杵
図
書
館　

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
３
４
０
５

豊
の
国
生
き
が
い
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
講
演
会

と　

き　

３
月
10
日
㈪13

時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

北
海
添
老
人
憩
の
家

内　

容　

•
演
題「
悪
徳
商
法
に
だ
ま

さ
れ
な
い
ぞ
‼
」　

講
師　

渡
辺 

好
氏

（
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ
嘱
託
職
員
）

•
演
題「
笑
っ
て
元
気　

健
康
長
寿
を

‼
」　

講
師　

後
藤 

敦
子
氏（
南
野
津

保
育
園
長
）

参
加
料　

３
０
０
円

問 

生
き
が
い
健
康
づ
く
り
推
進
員

大
塚　

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
９
２
８
３

第
40
回
臼
杵
市

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

と　

き　

３
月
16
日
㈰　受

付
８
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

満
月
寺（
臼
杵
市
深
田
）

参
加
料　

個
人
の
部
２
０
０
円　

　
　
　
　

団
体
の
部
1
人
１
０
０
円

締
切　

３
月
７
日
㈮

問 

生
涯
学
習
課（
内
７
４
１
７
）

第
２
回
臼
杵
市

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

　

臼
杵
市
で
は「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
12
月
実
施
の
実
態
調
査
の
結
果（
速

報
）の
報
告
や
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け

て
審
議
す
る
た
め
、２
回
目
の
会
議
を
開

催
し
ま
す
。
傍
聴
希
望
者
は
、事
前
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
７
日
㈮

13
時
30
分
〜
15
時
30
分（
予
定
）

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
２
階

全
員
協
議
会
室

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（
内
１
１
７
６
・
臼
杵
庁
舎
）

が
ん
体
験
者
交
流
会

と　

き　

２
月
26
日
㈬

14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

コ
ス
モ
ス
病
院
１
階
中
会
議
室

対　

象　

が
ん
体
験
者
と
そ
の
家
族
。

ど
の
医
療
機
関
で
治
療
し
て
い
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

参
加
料　

無
料

締　

切　

２
月
25
日
㈫

問 

コ
ス
モ
ス
病
院
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
３
９
２
９

大
分
県
中
部
保
健
所　

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
９
１
７
１

普
通
救
命
講
習（
２
時
間
）

　

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
向
け

の
普
通
救
命
講
習
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

と　

き　

３
月
９
日
㈰

18
時
〜
20
時（
２
時
間
）

と
こ
ろ　

臼
杵
市
消
防
署
３
階
研
修
室

対　

象　

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
を
受

講
し
た
方　

定　

員　

25
名（
先
着
順
）

締　

切　

３
月
２
日
㈰

そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
証
明

書
を
持
参

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
に
つ
い
て
は
、臼
杵
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
市
消
防
本
部
警
防
課

 

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
２
３
０
３

働
く
人
の
た
め
の
労
働
講
座

と　

き　

２
月
25
日
㈫18

時
30
分
〜
20
時

と
こ
ろ　

臼
杵
市
中
央
公
民
館視

聴
覚
室

内　

容　

・
演
題「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て

お
こ
う
ポ
イ
ン
ト
労
働
法
〜
労
使
関
係

の
安
定
で
企
業
の
発
展
〜
」　

講
師　

河
野 

健
造
氏（
大
分
県
労
政
福

祉
課
課
長
）　

※
入
場
無
料

問 

産
業
観
光
課

（
内
１
２
６
２
・
臼
杵
庁
舎
）

平
成
26
年
度
点
訳
・

音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

期　

間　

４
月
〜
平
成
27
年
３
月

曜　

日　

①
点
訳
講
習
会
…
毎
週
金
曜

日②
音
訳
講
習
会
…
毎
週
火
曜
日

時　

間　

10
時
〜
12
時

定　

員　

①
15
名　

②
20
名

参
加
料　

無
料

締　

切　

２
月
15
日
㈯

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

大
分
県
点
字
図
書
館

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
０
３
９
９

催　

し

教
室
・
講
習
会
・
試
験
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２月７日は「北方領土の日」です
　北方領土問題への国民の関心と理解を深
め、北方領土返還運動の推進を図るため、設
けられました。



うすき雛めぐり開始式
　と　き　２月８日㈯　10：00～　　ところ　旧真光寺　

言葉を探して「うすき雛めぐり」
　 雛めぐりをしながら隠された言葉を探して応募しよう。抽選でプレゼントを
差し上げます。応募箱はサーラ・デ・うすきに設置しています。　

うすき雛づくり体験
　月　日　２月９日㈰・16日㈰・23日㈰、３月２日㈰・９日㈰・16日㈰
　時　間　13：00～　　ところ　サーラ・デ・うすき
　受講料　1,000円（要予約）
　申込・問合せ先　臼杵市観光情報協会　☎0972-64-7130　

菊芙路社中 琴演奏
裏千家淡交会臼津青年部OB会お呈茶
　と　き　２月８日㈯ 10：30～　３月２日㈰ 10：30～
　ところ　旧真光寺

　期間中、市内各店舗で特別メニューの雛
料理や雛スイーツ、関連グッズなどをお買
い求めいただけます。

期間中の催し

う
す
き
雛
め
ぐ
り

と　き　２月８日土～３月16日日
ところ　旧真光寺、久家の大蔵、サーラ・デ・うすき　ほか

入場
無料

　

第
14
代
臼
杵
藩
主
稲
葉
観
通
の
時

代
、雛
飾
り
は
紙
製
の
雛
人
形
し
か
許

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
作

り
方
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、雛
人
形
の

原
型
で
あ
る
立
ち
雛
を
参
考
に
し
た
シ

ン
プ
ル
で
気
品
の
あ
る
雛
が
８
年
前
に

新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

う
す
き
雛
め
ぐ
り
開
催
期
間
中
は
旧

真
光
寺
、久
家
の
大
蔵
、サ
ー
ラ
・
デ
・
う

す
き
な
ど
に
約
３
，０
０
０
体
の
お
雛
さ

ま
を
展
示
し
ま
す
。

問合せ先　　うすき雛めぐり実行委員会（臼杵市観光情報協会内）　☎0972-64-7130
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★生き生き知能開発学習保育
（Bコース・専）

と　き　２月28日㈮

ウスキッズ
開館日時　月～金　９:00～15:00
ところ　海辺保育園

☎0972-62-3464
※ 月～金曜日の行事のない日時はプ
レイデーとして開館
※ ０歳児対象は大浜老人憩の家で開催
☆身体計測(0歳児対象)
と　き　２月５日㈬10:30～12:00
☆ベビーマッサージ・タッチケア

(0歳児対象)
と　き　２月12日㈬10:30～12:00
持参品　バスタオル
☆できるかなあ　親子でやってみよう！
「バルーンアートふうせんあそび」
と　き　２月17日㈪10:00～11:30
ところ　海辺保育園
☆にこにこサークルとの交流

(0歳児対象)
と　き　２月19日㈬10:30～12:00
☆祝！満１歳のたん生会（0歳児対象）
と　き　２月26日㈬10:30～12:00

よいこのへや
開館日時　月～金　９:00～16:00
※毎月第１火曜日は11：00～16：00
ところ　港町本通り７組

☎０９７２-83-４４１５

☆シール貼りで遊ぼう
と　き　２月３日㈪10:30～11:30
★アロマテラピー教室
と　き　２月７日㈮10:30～11:30
☆絵本読み語り
と　き　２月13日㈭10:30～11:30
☆ヒップホップダンス
と　き　２月15日㈯10:00～12:00
ところ　諏訪山体育館
★ベビーマッサージ
と　き　２月17日㈪10:30～11:30
☆親子で一緒にヒップホップダンス
と　き　２月28日㈮10:30～11:30

子育て支援センター　童
開館日時　月～金　10:00～16:00
　　　　　土曜日　10:00～15:00
ところ　鹿嶋事務所

☎0974-32-3070
☆子育て相談日
と　き　２月５日㈬10:30～12:00
※臨床心理士が相談に応じます。
☆ハンドベル
と　き　２月８日㈯10:00～12:00
☆みんなで子育て！

（ノーバディズ・パーフェクト講座）
と　き　２月15日㈯10:30～11:30
※お父さんも参加してみませんか。
★ほんまもんの産物でクッキング(ジュ
　ニア野菜ソムリエ)矢田さんを迎えて
と　き　２月19日㈬10:00～13:00
ところ　野津保健センター調理室
定　員　親子６組

(要予約、２月12日㈬まで)
参加料　500円程度(材料費)
持参品　エプロン・三角布
☆絵本のよみきかせ&ひなまつり工作
と　き　２月26日㈬10:30～11:30

なかよし広場
認定こども園アソカ幼稚園

☎0972-63-0807
対　象　未就園児と保護者
ところ　アソカ幼稚園
第12回なかよし広場
と　き　２月４日㈫
　　　　10:00～11:00
受　付　9:40～
内　容　新聞紙を使った遊び
第13回なかよし広場
と　き　２月18日㈫
　　　　10:00～11:00
受　付　９:40～
内　容　ひな人形づくり

野津中央公民館事業
乳幼児期家庭教育学級 スキップ
野津中央公民館 ☎０９７４-32-２２７０
と　き　２月10日㈪９:30～12:00
ところ　野津中央公民館多目的ホール

内　容　別府短期大学初等教育科の
学生とふれ合い遊び
対　象　未就園児と保護者

英語で遊ぼう！！
高野(昼間)　☎０９０-６８９４-９１０７　
と　き　２月17日㈪
　　　　10:30～11:30
ところ　臼杵市中央公民館和室
対　象　 １歳～６歳の未就学児と保護者
参加費　１組300円

リズムのお部屋
前田　0972-62-2847
童謡、わらべ歌、表現遊び、紙芝居
２月の歌は「とうさんゆびどこですか」
「おうま」ほか
と　き　２月26日㈬
　　　　10:00～11:00
ところ　八町大路カニ醤油「自由空
間」(ケーブルテレビ前)
対　象　乳幼児と保護者
※自由参加

子育てサロン「この指とまれ」
主任児童委員　山本

☎０９７２-67-２５５３
と　き　２月28日㈮
　　　　10:00～11:30
ところ　臼杵市中央公民館和室
内　容　「「おひなさま」をつくろう
対　象　０歳児～未就園児
※自由参加

天使組
カトリック臼杵幼稚園

　☎0972-62-3065
第９回天使組
と　き　３月26日㈬
　　　　　9:00～　受付・自由遊び
　　　　 10:30～11:30　活動
ところ　カトリック臼杵幼稚園
　　　　マリアホール
内　容　おたのしみ会
対　象　未就園児と保護者
毎週火曜日９:00～16:00は園庭を開
放しています。

ジャクソン　未
みら い

来くん
（13日・江無田）
（ダミアン）

三
み き

城　愛
あい り

梨ちゃん
（22日・黒丸）
（浩行・裕子）

うすきっこ
うすきの元気な子どもたち

U S U K I K K O
HAPPY
1st.
BIRTHDAY

2月生まれ
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臼杵出身のJリーガー誕生

言葉にこだわり 物語を生み出す

　12月25日、臼杵市出身の安東輝さんがサッカー J２（Jリーグ２部）の湘南

ベルマーレに入団することになり、臼杵庁舎を訪れ中野市長に報告しました。

臼杵市出身としては初のJリーガーとなる安東さんは市浜レッドソックスで

サッカーを始め、下ノ江小学校卒業と同時に臼杵を離れ日本サッカー協会の

選手養成施設JFAアカデミー福島に入学。サッカーのエリート教育を受け、

16歳以下、18歳以下、19歳以下の年代別の日本代表に選出され国際大会

で活躍しています。
※ 安東さんは２月１日付で湘南ベルマーレからJ３（Jリーグ３部）の福島ユナイテッドFCへ
期限付き移籍となります。

　全国の高校生が自作の小説や短歌などの文芸作品を競う「全国高等学校

文芸コンクール」。小説部門で優良賞を受賞した臼杵商業高校３年の吉田

未来さんが12月17日に臼杵庁舎を訪れ中野市長に受賞の報告をしました。

受賞作品は「十四号の軌道」。悩みを抱える３人の高校生が絵画の制作を通

じて成長していく物語で、登場人物の心の動きを表現するために言葉にこだ

わって丁寧に表現しています。４月から就職する吉田さんは「これからも小

説は書き続けたい」と語っていました。

予　約　★は要予約。　☆は予約不要です。
対　象　未就学児(保護者同伴)
※予約はお問い合わせください。
※(専)は専門講師の行事
○行事のない日について
　開館日は行事のない日でも、気軽に立寄
れます。子育てに関する相談や自主サークル
の育成も行っています。
○子育て携帯サイトについて
　行事予定をトピックスでお知
らせています。
スマートフォンご利用の方は、
http://www.smiile-kids.jp/usuki.oita

子育てルーム「あのね」
開館日時　月～土10:00～13:00
ところ　すみれ児童館 

☎0972-63-7343
※要予約は、１週間前までに
時間はすべて10:00～13:00
★パン作り教室
と　き　２月１日㈯
★英語で遊ぼうＡＢＣ（専）
と　き　２月４日㈫
☆子育てヘルプ(専)
と　き　２月５日㈬
★作って遊ぼう
と　き　２月５日㈬
★作ってみようおばあちゃんの味
と　き　２月８日㈯
★できるかな(０歳～造形遊び)
と　き　２月12日㈬
★楽しく遊ぼうリトミック（専）
と　き　２月13日㈭
★生き生き知能開発学習保育(Ａ・専)
と　き　２月14日㈮
★ためしてみよう(０歳～体育遊び・専)
と　き　２月19日㈬
★ママと赤ちゃんの読み遊び（０歳～１歳・専）
と　き　２月21日㈮
☆ワンポイントアドバイス
と　き　２月24日㈪
★産後ママとベビーダンス（専）
と　き　２月25日㈫
☆オープン保育・ママのための簡単一品料理
と　き　２月27日㈭

　初めての誕生日を記念して、市報に写真を
載せてみませんか。
対　　象　 市内に住む３月に１歳を迎えるお

子さん
応募方法　 必要事項に写真を添えて２月10

日㈪までに市長室へ
必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、行政区（住所）、保護者氏名、連絡先
（電話番号、FAX、E-mail）
申込･問合せ先　市長室（内2115･臼杵庁舎）

吉田さん（左から３人目）

岡
おかもと

本　勇
ゆう ま

真くん
（９日・田篠川）
（充弘・由香）

桑
くわ の

野　栞
しおり

ちゃん
（６日・祗園東）
（竜永・尚子）

上
うえ お

尾　悠
ゆう た

太くん
（13日・洲崎）
（秀朗）
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平成26年度臼杵市大学生・医学生の
奨学生を募集します

　臼杵市では、能力があるにもかかわらず経済的な理由によって修学が困難な方へ奨学金を無利子で貸与し、将来
臼杵市にとって有用な人材を育成するための奨学金制度を設けています。また、臼杵市の医療を支える医師の育成・
確保を目的に、将来市内の医療機関の業務に従事しようとする学生を対象に医学生の奨学生も募集します。

一般大学生奨学金 医学生奨学金

応募資格

・次の要件を満たす方

⑴ 本人または保護者が、臼杵市に引き続き２年
以上住所を有すること。

⑴ 本人または保護者が、申請時に臼杵市に住所
を有し、将来、臼杵市内の医療機関の業務に従
事することを考えていること。

⑵ 大学に現に在学する者または入学が見込め
る者（通信教育を行う課程、医学課程、専攻
科、別科、大学院・短期大学を除く）

⑵ 医学部医学課程に現に在学する者または入学
が見込める者

⑶学業人物ともに優秀と認められる者　　

⑷経済的理由により学資の支弁が困難な者

定　員 　　５名 　２名

奨学金額
など

奨学金　　　月額　30,000円
　奨学金　月額　50,000円（１年～３年生） 
　　　　　　月額 100,000円（４年～６年生）

入学準備金　一時金100,000円　　（平成26年度入学者のみ）

貸与期間　　平成26年４月から在学する大学の正規の最短修業期間まで

提出書類

⑴奨学金申請書 
⑵推薦調書 
⑶大学の成績証明書 
⑷本人及び保護者の住民票 
⑸世帯員の所得課税証明書
※ 募集要項と申請書は総務課 (臼杵庁舎)、高齢者支援課(臼杵庁舎)、市民生活推進課(野津庁舎）に
備え付けています。臼杵市ホームページでダウンロードできます。

奨学金の
返還

奨学金は無利子で貸与します。貸与終了後は奨
学金借用証書を提出し、卒業後６カ月据置き後、
10年以内の返還となります。ただし、卒業後10
年以内に５年間継続して臼杵市に居住した場合
は、返還免除の手続ができます。

奨学金は無利子で貸与します。貸与終了後は、奨
学資金借用証書を提出のうえ、卒業後６ケ月据置
き後、18年以内の返還となります。ただし、卒業
後18年以内に貸与期間と同期間、臼杵市の医療
機関に勤務すれば、返還免除の手続ができます。

他の奨学金
制度との
併給

他の奨学金制度との併給が可能です。他の奨学金制度の併給規定もご確認ください。

募集期間 ３月３日㈪～４月15日㈫（消印有効）

提出・ 
問合せ先 総務課（内2140・臼杵庁舎) 高齢者支援課（内1151・臼杵庁舎）

※詳しくは、お問い合わせください。
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問合せ先　市民生活推進課（内212・野津庁舎）

吉四六さん村の農泊日記
　吉四六さん村では、ここ数年、教育旅行を積極的に受け入れており、都会の子
どもたちとの交流の輪が広がってきています。もっとたくさんの笑顔に出会え
るように、教育旅行の受け入れをさらに増やしていきたいと考えています。そ
こで、今回、教育旅行の農泊受け入れの先進地「南島原市」から講師を招いて、
教育旅行研修会を開催しました。南島原市では、九州新幹線の開通や長崎での
平和学習との組み合わせにより農泊の受け入れが急激に増加しており、年間1
万人以上の教育旅行を受け入れるまでに発展してきました。その陰には、新た
に観光協会を立ち上げ、地域を巻き込みながら市を挙げて教育旅行の誘致に取
り組んできたという歴史があります。行政主導で始まった南島原市の農泊。一
方、民間主導で地道に頑張ってきた吉四六さん村の農泊。経緯の違いこそあれ、
行政と地域が一体となって取り組んでいる姿勢は大変参考になりました。同時
に、吉四六さん村の特徴を生かして、今後どのように教育旅行を受け入れてい
くのかを考えるきっかけにもなりました。
　今回の研修会には、天草市親和町から吉四六さん村を視察に訪れた農泊の
関係者も参加しました。南島原市、天草市の皆さんとは、同じ目的を共有する
仲間として、お互い協力して頑張っていくことを誓い合いました。

～教育旅行研修会で共に学ぶ～

Vol.6 

材料 4人分 材料 4人分

作り方 作り方

切り干し（割り干し）大根 ………………………… 30ｇ 
ニンジン …………………………………………… 60ｇ 
ツナ（缶詰） ………………………………………… １缶 
A　みりん・砂糖・濃口しょうゆ ………… 各小さじ２ 
水……………………………………………………適量
ゴマ …………………………………………… 小さじ２

炒り大豆 …………………………………………………50ｇ 
ゴマ ………………………………………………… 小さじ１ 
黒砂糖（粉末）…………………………………… 大さじ2.5 
水…………………………………………………… 小さじ２

① 切り干し大根はもどして、食べやすい長さに、ニンジン
は４～５㎝長さの千切りにする。ゴマは煎る。 

② 鍋を熱し、ツナ、ニンジンを軽く炒め、切り干し大根と
水、Aを入れて煮る。
　※ノンオイルのツナは、油を使って炒めてください。
③火が通ったら水分を煮飛ばし、ゴマをまぶす。

①ゴマを煎る。   
②フライパンに、黒砂糖と水を入れてよく混ぜる。 
③ ②に、大豆、ゴマを加えて、よく混ぜ合せ、加熱しながら全
体に黒砂糖をからませる。   
※ 材料を混ぜ合わせた後に加熱します。始めから加熱する
と黒砂糖がうまくからみません。

切り干し大根とツナの煮物 黒砂糖豆

★管理栄養士のおすすめポイント
　直売所などに切り干し大根が出回る季節になりました。干した大根には、大根の成分が濃縮され、食物繊維、カルシ
ウム、鉄分などが多く含まれています。ツナと煮ることでうま味も増し、子どもにも食べやすくなっています。
　黒砂糖豆は節分に、ぜひ作ってほしいおやつです。大豆は、良質なたんぱく質、ビタミンB群、食物繊維、レシチンな
ど、現代の食事に不足しがちな栄養成分を多く含んでいます。料理やおやつに取り入れてほしい食材のひとつです。

問合せ先　野津学校給食センター　☎0974-32-2253

材料、分量、作り方は、学校給食のレシピを家
庭用にアレンジしています。
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問合せ先　臼杵市ケーブルネットワークセンター　☎0972-64-7000

HDベーシック BSベーシック

1,680円月
額 840円月

額

料金そのまま高画質プラン 
映画・ドラマ・時代劇・野球・サッカー・ゴルフ・釣り・アニ
メ・音楽など 　専門ch 31ch・BS 9ch

BS放送を楽しみたい方　BS 9ch

基本チャンネルは月額1,500円でご覧いただけます。
•臼杵市民チャンネル　第２市民チャンネル、文字放送、お天気放送

•県内地上波放送　NHK、NHK 教育、OBS 大分放送、TOS テレビ大分、OAB 大分朝日放送

•県外地上波放送　FBS 福岡放送、TNC テレビ西日本、TVQ 九州放送　•FM ラジオ

ケーブルテレビのご案内

上記に加え、より多くの番組がご覧いただけるプランもございます。

【お知らせ】
　SDベーシックの新規受付は平成25年９月30日で終了しましたが、現在ご試聴中のお客様は引き続きご視
聴いただけます。

デジタル111（ＨＤ）

デジアナ　２ch

特番案内 

４月から
新多チャンネルプラン開始

使用料口座振替のご案内
口座振替日　２月28日㈮
振替対象者　２カ月払いの加入者
使用料　　　２～３月の２カ月分
※振替日までに口座残高の確認をお願いします。
※ 振替口座の変更の手続きは、２月14日㈮まで
にお願いします。

　ご利用の皆さまから要望の高かったチャンネル

を基に４月から新しい多チャンネルプランを開始

します。

　プラン内容や使用料などは市報３月号でお知ら

せする予定です。詳しくは、お問い合わせください。

　２月・３月は引越しシーズンです。引越しが決
まりましたら、ケーブルセンターへ連絡をお願い
します。手続きの内容、提出書類、工事代金など
をご案内します。
　引越しの1カ月前には、連絡をお願いします。
連絡が遅れた場合には、希望の日程での工事が
難しいことがあります。また、契約内容の変更や
届けていただいた電話番号や金融機関などに変
更がありましたら早めに連絡をお願いします。

　デジタルプランでご利用いただいているセットトッ
プボックス（STB）は電源をOFF（待機状態）にするこ
とで各種情報を取得・更新しています。
　STBの電源を常時ONにしOFFにしない場合、以下
の現象が発生することがあります。
① 番組表（ＥＰＧ）が一部の日付分しか表示されない。
②ソフトウェアがバージョンアップされない。
• STBを常に最新の状態で安定してご利用いただく
ためにもSTBの電源は視聴時以外には電源OFFに
していただきますようお願いします。

引越しが決まったら
手続きはお早めに！

セットトップボックス（STB）
電源OFFのお願い

●みんみんクラブ新春歌舞ショー
（１月19日開催）

●第３回糖尿病講演会
（１月25日開催）

２月９日㈰　13:00～ ２月16日㈰　13:00～
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愛のおくりもの
◎香典返し
藤　田　　庄司　芳則様(故ナツヱ様) 佐志生小学校、豊洋中学校へ
桑　原　　岩　正博様(故京子様) 佐志生小学校、豊洋中学校へ

広報うすきは環境に配慮した紙・インク・印刷方法で作成しています。

おわびと訂正
市報１月号13ページの「国
宝臼杵磨崖仏の公開制限」の
公開制限期間中の観覧料に
誤りがありました。正しくは
大人420円　小人210円で
した。お詫びして訂正します。

第38回臼杵市さくらマラソン大会

春の
臼杵を

みんなで走ろ
うと　き　４月６日㈰　10:12スタート（予定）

ところ　臼杵市中央公民館（スタート・ゴール）
参加料　 　ファミリー　　2,500円
　　　　　　一般、壮年　　2,000円
　　　　　　高校生以下　　　800円（小・中学生、高校生）※参加料は傷害保険加入手続きに伴い原則返却できません。

申込方法　　 参加申込書、郵便振替用紙は臼杵市中央公民館
または野津中央公民館に備え付けています。　

臼杵市ホームページでダウンロードもできます。

※インターネットでの申込みはできません。

直接の場合　 参加申込書に必要事項を記入し、参加料を添え

て臼杵市中央公民館または野津中央公民館へ申

込んでください。市内の小中学生は、学校ごとに

取りまとめで申込んでください。

郵送の場合　 参加申込書に必要事項を記入し、参加料を添え

現金書留で大会事務局（生涯学習課内）へ郵送し

てください。

郵便振替の場合　 所定の郵便振替用紙に必要事項を記入し、参加料を添え郵便局で申込んでください。

締　切　　　３月３日㈪（消印有効）
申　込　　　〒875-0041　臼杵市大字臼杵2-107-562　臼杵市中央公民館内　生涯学習課

参加者募集
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ひとのうごき
（1月１日現在/推計人口）

●人　口 39,736人（－4人）

・男　性 18,617人（＋8人）

・女　性 21,119人（－12人）

・出生　 15人　・死亡　 　40人

・転入　　75人　・転出　 　54人 

●世帯数 15,392戸（＋12戸）

※平成22年国勢調査結果をもとにしています。
　 なお、増減に関しては住民基本台帳を基に作成
しています。

今月の表紙
　吉四六ばなしを集めて作った「吉四六かる
た」で競う吉四六かるた大会。１月13日、会場
となった野津中央公民館には、懸命に絵札を
探す子どもたちの熱気があふれていました。

火災・救急発生状況
(12月１日～31日)

火災件数 建物 林野 その他 計

12月中 1 0 3 4

本年累計 8 3 13 24

救急件数 急病 交通 その他 計

12 月中 110 8 72 190

本年累計 1,159 160 809 2,128

交通事故発生状況
(12月１日～31日)

交通事故 件数 死者 傷者

12月中 15 0 21

本年累計 157 3 206

第56回県内一周駅伝競走大会 ２月17日㈪～21日㈮
　大会の初日、２日目に臼杵市内を力走しますので、臼杵市の選手をはじめ各郡市代表選手への声援をお願いし

ます。また、大会期間中の交通規制へのご協力をお願いします。

先頭通過予定時刻 ２月17日㈪ 佐志生小学校前（10:58）～市役所臼杵庁舎（11:34）
　　18日㈫ 野津中央公民館前（12:00）～南野津王将しいたけ前（12:15）

問合せ先　生涯学習課（内7416・臼杵市中央公民館内）

問合せ先　生涯学習課（内7416・臼杵市中央公民館内）
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寒
さ
の
厳
し
い
こ
の
季
節
、こ
た
つ
に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
熱
い

お
茶
と
菓
子
。

　

江
戸
時
代
、菓
子
は
貴
重
な
存
在
で
し
た
。
そ
の
当
時
、砂
糖
や
水
あ

め
な
ど
は
大
変
高
価
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
臼
杵
藩
主
の
稲
葉
家

か
ら
引
き
継
い
だ
書
物「
菓
子
製
法
」は
、当
時
の
菓
子
を
挿
絵
入
り
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
小
豆
、求ぎ

ゅ
う
ひ肥
、寒
天
、餅
な
ど
を
使
っ
て
作
っ
て
い
ま

す
が
、中
に
は
カ
ス
テ
ラ
を
生
地
に
使
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、形
や
名
称
が
ユ
ニ
ー
ク
な
菓
子
も
あ
り
、「
鯛
の
作さ

し

み身
」「
土
佐

の
海
」は
よ
う
か
ん
で
す
が
、見
た
目
は
ま
る
で
刺
身
の
よ
う
。「
美
濃
の

里
」は
ま
ん
じ
ゅ
う
で
す
が
、そ
の
外
見
を
干
し
柿
に
似
せ
て
作
っ
て
い
ま

す
。
当
時
、幕
府
に
も
献
上
さ
れ
る
ほ
ど
有
名
だ
っ
た
美
濃（
現
在
の
岐

阜
県
）の
干
し
柿
に
な
ぞ
ら
え
て
、こ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
菓
子
は
、他
の
大
名
家
へ
の
贈
り
物
や
土
産
だ
け
で
な
く
、

臼
杵
藩
の
家
来
へ
の
褒
美
と
し
て
も
配
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
見

た
目
も
味
も
楽
し
め
る
褒
美
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

文
化
・
文
化
財
課 Vol.9

歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
臼
杵
。
臼
杵
市
内
の
文
化
財
な
ど
、

う
す
き
の
先
人
た
ち
の
足
跡
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

「美濃の里（左）」「土佐の海（左）」と「鯛の作身（中）」

表紙を開いたところ。表紙裏（右ページ）には「稲葉家寄贈」の印が押されています。
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